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BSC/P はセィ コ一 エプソン 株式 会お: の 登録^^で 胃 

IBM は 米^ JItitematioiial Business Machines 社の はも も i:H です。 

シ リ ーズは 本' 式佥 社の 製品です 6 
PCPR は ！ ！ 木', に xl 抹ぷ なれの ^録 I お^です。 
MS- DOS は米園 マ イク ロソフ ト ネ I： の [ お^です a 
38(3/386SX は 米 岡ィ ン テル 社の ！ おはです。 
EGBridge は 株式 会ネ. t エル ゴゾ 7 ト の ひお^ は: です。 



/王 思 

| 被の 内容の 一部 ま たは 全部 を 無断で 転敝す る こと は、 固 く お 断 り し ま す。 
本, 1 ! : の 内容 について、 将米 f 告 な し に 変更す る ことが ありま す。 

本^の 内容に ついては 万全 を 期して 作成いた しま したが、 お ー諷り ' お気付きの 点が ありま し 
たら、 ご^絡く ださい ますよう ぉ顆 いいたします。 

■f! した^ * の^ 弊に つきましては、 ③ 頃に かかわらず 责任を ft いかね ますので ご了承く ださ 

い . 



本 製品 を 日 本国 外へ 持 ち 出 す 場合の ご注意 

本 製品 は r 外 11 為替 及び 外国 貿易 管现法 j に 定める 戦,资 (または 役務) に 該当し ます, 

したがって、 本 製品 を輸 m する 場 丹に は^ 法に 恶づく h 本^ 政^の 輸 m 許 町が 必^です 0 
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マニュアルの 使い方 

r 必ずお 読みく ださい」 は、 お読みい ただけ 
ま した か ？ 

本 機 に 添付 されて いる マニュアル 4 冊の 役 
割 と 位置 づ けにつ いて 簡^に き 月 して ありま 
す。 まだ 説んで いない 方 は 一読して ください。 



ここで は、 ハンドブックと ユーザ一 ズマニ 
W アルの 使い方に ついて も う 少し 詳しく 綱 

し ま- r 

どういう ステップで 説み 進めて いけば よい 
かの 参考に してく ださい。 




セッ ト パップ 



あま 4^>$ぺ" 
ない 匸 し^? 

'レ しす"?.^ ほん （ 
ひ-むぬ 



PC286VF を iMf かすた 
めの 準備と 基 木 的な 操 
作 方法 



ソフト ゥ： l ァ編 



【1+ お Disk BASK: や、 
.MS-DOS の 基本 的 な 
使い方と 注意 ヤ^ ：( 




基本 操作 編 



PC-286VF に 内 威され 
ている 装 遄 ゃ接統 でき 
る^お の 使い方 - 使用 
上の 麵 



用 ミヨ 用 編 



陽て い 辜 
^や W つたと きの ヒ ン 
ト な ど 




ボウに も ゆい 




to お/にこの 頌を ji ながら、 パソコン を 便うた 
めの ^ 低 限の^ 備 を します。 
さらに、 機械が 故 » し た リ デー タ が 壊れて し 
まった リ する ことがない ように、 基本的な 操 

作ゾ /法 を现解 して く ださい。 

特に、 はじめて « 源 を 入れる とき は 「ユーザ 

ーズ マニュアル」 の 「1.2 PC-286VF 立ち上げ 
のとき の チェック」 のな （も ごお ください。 



ハツ コンを はじめて 使う//、 あま 1 ) 使った こ 

と がない おは、 パソ コ ンの塑 II に 贝 《^ため 
にこの 项 をご^ になる とよいで しょう。 

^liU の ノ 7 トウ ユア を お使い に な る み もこの 
の^を 一統 し て 、 操作の 基本 を现解 してく だ 
さ レリ 



バソ コン について ある 程度 現 解され た 方、 あ 
る 程度^ 潞の ある 方、 それぞれの 装お につい 
てもう 少し 詳しく 知 りたい という 方 は ご 紫く 
ださい。 

また、 ハンドブックで^ 明して いない 装 ぼや 
^作 方法に ついても 記載され ています， 



パソコン を 使って いて、 「おやつ」 と 思った 
り、 「もう 少し 何とかなら ないかな」 と 思った 



ら ぜひお M み く ださい。 

役に立つ ヒン トが あるか も しれません。 



これら 2 1 の マニュアルの ほかに、 ご 使 川 
になる ソフ ト ゥ エア や 周辺 装お の说明 書 を 
見なが ら PC-286VF を ご 使用 く ださい。 



ハンド ブッ クの 中で 使 ffl している 記^の: な 味 
園つ いて 説明し ます。 



ハン ドブッ クを M み 進めながら いつ しょに 

i, ひ MJ し て ほ し '， 迎のぉ mi は 次の M り です。 



【記^の; S 味】 



【じょ うずに 活用して ください】 





FORMATDB ： 



5 主意 事項です。 

機械が 故^ したり データ 
力 《壊れて しまわな いよう 

この は 絶対に 守 

つて く ださい。 

参考 事項です。 

% えてお く と 便利な こと 
などが 戦せ てあります。 

操作 方法です。 

キ一 ボ一 ド から 入力 して， 
コ ン ピュー タに 命令 を し 

ま リ o 

操作 手順です。 

ある 目的の 作業 を 行う た 

めに、 番号に 徒って 操作 

るし よ j 。 

キ 一ボー ド上の キー を 表 

し ま i~o 



上の ような 太 文字 は、 キーボードから 入力 
する 文字 ゃ购 面に 表示され る 文字 を * してい 
ます。 また、 四： ft (□) は スペース （空白） 
を 人力す る こと を^: しています,:， スへ ースを 
人力す るに は、 キーボードの 下の 部分に ある 
スペース キー (横に 細^い キー》 を 押します, 



1"。 ife 



ハンドブックの 卷 永に 「用語集」 が « つて 
います。 マニュアル を 読んで いて わからない 

き rim 語が でて きたら 開いて みて く ださい。 

アル フ ァ ベ 'ノ ト |幅 ，あいう え ぉ縱 i に 並べて あ 



^ 弓 I 



読んで いて 「同 じょうな iiiy リ j があった」 「1^ 

する;^ リ j を^みたい _i などと 忍った ときに. 

卷 末の 「索引」 を 利) T1 して 該^ ぺ一ジ を 探す 

こ とがで きます。 

キ 一ヮ一 ド となる 1は^ を いくつか 兌つ け、 
その 単^が 出て くる ページ をお 引から 探し出 
す ことで 1ぉ^ する 悄報を ご 紫いた だけます。 



一 ザ ーズマ 二 ュ アル 



r ユーザーズ マニュアルの x ズ艰を参照 く だ 

さい j など t 記載され ている 場合に は、 辦 
ご 一読ぐ ださい。 ハンドブックより 詳しい^ 
明、 ハン ド プックで は說 明して いない ことな 
どが 載って います。 



r Disk BASICj の 項 を 
お読みに なるとき は 



この 項 は、 [に 本 MDisk BASIC を これから 
やって みょうと いう 入の ための 「入門 編 j で 
す 《 li 本お Disk BASIC ュ一 ザ一 ズマニ ユア 
ルと リファ レンス マニュアル をい つ し よ に i'S 
用しながら お読みく ださい。 



PC- 286 VF ハンド フ V ク 



サホ °ートィン7 オメ 一 シ ヨン 



EPSON PC シ リーズ をより よく、 より 快適 
にお 便い いただく ために 次の よう な ユーザ一 
サボ一 ト を 行って お り 顯 



秦 インフォメーション センタ一 のけ トは 
秦ソフ トウ エア • ハードウェア ライブラリー 

の 発行 

搴 バソコ ン 通信に よ るお 新お fffi の ffifJU 

翁 専門 誌 「 VALUE upj の赚 
穆 エブ ソン サー ビス センター の^^ 

詳細に つき ま して は 「必ずお 説み ください」 
を ご K ください」 



と く に エフ ソ ン PC ィ ンフ オメ ーシ ヨン セ 

ンタ 一は、 皆様 か ら のお €M によるお 問い 合 
わせに お答えして いるいち ばん ^近な 窓 口 で 



困った とき は 



東 京 （D3) 377-3531 
大 阪 （06)212-8715 



:o\ ーっ^亇 —ュョ ン 
ゾフ ト 置れ ぎます^ 1 ? 



fhfte 碑!^ 3： 化 ひ ^ 



ひに 



かないん ますけ ど 




7 ィ 77 4， ひ 
入丰 7 ^ち は 7 




ケ： 



しれ ま， た^ ffl 者 力 一に 
ひ 内^に t、 ¥ w * ォ か， 

とつ L た S よい a? ォ *、 や 
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ソフト ゥェ ァ編 
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I はじめに 
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■18 
■20 
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22 



< パソコンの 起動 j 



t£ 源の ォ： 



ノ ■ …' 



23 



フ ひ y ピー ディスクの セットと 取り外し' 24 



パソ コ ンの 基本 操作 



iP ぉ作屮 の^な 

■ キー ボー ドの 操作 …一 

- 入力 モー ドと キーの 役割 
-リセ ッ ト による 苒 起動 



力 
■26 

■32 



u 作業の 終了 



屯 源 を 切る ゆ の^ S 



33 



し MS-DOS 
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—コマンド レベル - ---60 
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-ワイルド カードと は？ 67 

|_ ハード ディ スクの 利 川 …… es 

し ハー ド ディ スクの 7 ォ一 マツ ト -69 



― 本体 正而 

m 本体 背面 ■ 

使い 始める 前に 

||乂に【.ぉふ.|リ[--" 

iiX め： お" ミ…' ■ ■ 
一 ディ ス プレイの 接 絞 
一 キー ボー ドの接 絞… 
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PC- 286 VF ハンドブック 



セットアップ 編 



セッ ト アップ 編で は、 PCJ86VF の 基本的 
な 取り扱い 方法 や 注^事項 について 説明 し て 

いよ ^ o 

PC-286VF の 1H 包 を 閒 いたら、 ま ず^お J に 
「必ずお 読みく ださい」 をご^ いただき、 u\l 
載 されて いる 都品膽 つてい る こと を 確かめ 
ます。 飄粗 必要 率 項が 記入され ている 
こと を 確かめて 大切に 保管し. ます。 も し 部品 
が 不足 していたり 保証 ま : に ,ヒ戟 も れがぁ る と 
き は、 本 製品 をお H い 上げに なった 販売店、 
ま たは ェプソ ン 販売の 各 支店 ， 営柒 所に ご 連 
^ください。 

部品が 揃 つてい る こと を 確かめたら、 セッ 
ト アップ 編の 「はじめに j と 「各部の 名称と 
役割 j を 読んで パソコンの 使い方の 概格 をつ 
かんで ください。 

次に、 実際に tS 源 を 入れる 前に 「使い 始め 
る 前に/ フロッ ビー ディ スクの 取り扱い」 「パ 
ソコン の 起勳」 「パソコンの 基本 凍 作 j 「作業 
の 終了 j を 見て、 ハ" ソコン の 取り扱い 方法 を 
现解 してく ださい。 機械の 故！^ や データの 破 

壊 は、 fwa つた 取り扱い のために 起こる こと 
も ぁリま す。 快適に バソ コンを 使う ために、 
ぜひ これらの 注意事項 を 守って く ださい。 



セットアップ 緇 i 



はじめに 



あなたの ま わ リ で、 ハ。 ソ コンは ど T) よ う に 
利刚 されて いるで しょ う か。 

給 4 や 財務の 計算、 パー テ i —などの 案内 

文書の 作成、 顧お 悄 報の S 靴、 ^ hf 額の 雄 
St, このほか にも さまざまな Hi 途で 使われて 
いる はずです。 

これらの 仕^: i バソ コ ンを 使わな くても で 
き る 仕^です。 /£，牵 やそろ ばんが あれば 給 '；- 
計算 も究 上の! 14^ もで きます。 紙と ベンが あ 
れば^ 内 文 * も 作れます。 また、 カードの よ 

うな もの を 利 1 h すれ ば 顧客 情 m の ^ m もで き 

ます。 しかし、 バソコ ン では これらの 仕事 を 

より 速く、 より 多く の 情報 を よ り E 確に 処理 

できます。 また 悪^の 入に とって は、 プリン 
タを 使って きれい な 文字 を 印刷で き る の も う 
れし いこ とです。 

つまり、 パソコン は 我々 入 問に 代って 大 

の 情報 をより 速く、 そして £確 に 15： 现 してく 
れる 機械な のです。 

し 力、 し、 パソコンお 体に は 給 年 計算 をした 
り 顧客 愦報を 管理す る 機能 はぁリ ません。 パ 
ソコン 國 給与 計算 と は 何 か と か 顧客 情報 と 
は どんな 情報な のか を 知らないから です。 そ 

こで、 Atiy が バソコ ン に対して これらの こと 
を 教えて やらなければ なり ません。 

人 [111 が パゾ コンに 教える XI 现の 手順 や 情報 

の 形な ど を 示した もの を 「プロ ダラム」 また 
は 「ソフト ゥ 工 ァ 」 ヒ 呼び ます。 ノ、。 ソ コ ンは、 
プログラム による 指示が あ つ て は じめ て 一 入 
の 仕^がで きる のです。 






： ： . 




ふ 



ん 



に #. 



2 セット; P ップ « 




では、 プログラム を 使って パソコンで^ 際 
にどん な ことができる のか、 その 例 を 紹介し 
てみ ま しょう。 

ワープロと して ィ 走う 

ヮ一 プロと して パソコン を 使う y 的の ひと 
つに 「プリンタ を 使って きれいな 文書 を 作 
る」 という 点が あります。 また、 ハ 。 ゾコン 

では 1 度 作った； G L f をフ 口 ッ ピ 一ディ ス ク 
な ど に 保// し て お くこと がで きる ため、 定 

m x ゃ: ： （形式 や 内 容 が あまり 変 わ ら ない 文 
せ） など は笳 単に 作り直しが できます。 さ 
らに、 文嘗の 中に 表 や グラフな ども 入れる 
こと もで き ます。 

データ 管理に 使う 

バソコ ンで は大 M の デ一タ を 簡単に^ 现す 

る ことができます。 特に、 データ を 並べ^ 
えた リ ある 条件 を 満たす 愤報を 選び出す と 

レ 、 つ た 処理に おいて、 パゾ つ ン の 威力 は大 
いに 発揮され ます， 

また、 パソコンで^ めた 悄 報 を 使って、 ダ 



ィ レクト メールの & お を 印刷した リ喊' 客り 

ス ト など を 作る こと もで きます。 

表 集計に 使う 

お 減 ご と の 阪^^ Ift やや 徒の テス ト の 点 

数 を するな ど、 表の 中の データ を 計算 

する ことがあります。 このような awi をバ 
ソコン で 行 う と 、 暁 時に し て 正 し い 結果 を 

知らせて くれます。 また 簡^な シ ミュレ一 

シ ョ ンを 行う こと もで きます。 

財務 や 給与 計算の 業務に 使う 

毎月 支払われる 給 リ。 この 袷 与 を 計算す る 

のに も、 残業手当 を 計算したり 8L 率の テ一 
ブル を 見た り と 面倒な 計算が た < さん あ り 
ます。 このような 面倒な 計算 も パソコンで 
行えば、 人 B3 が 計算-する よ り も 格段に 速く 
II： 確に 計箅 でき ます。 

また、 膨大な f ム^の 中から 必^な デ一 夕 だ 
け を 取 リ 出 して H i 汁 表 や 月 次 決^報告 篑 な 

どの 帳 票の 作成 も m ^ にで きま す。 






セットアップ as 3 



PC-286VF の 特長 



A 



、 、 l^MHi /- ゥ a 

I； 迭妙 3 



グ乓 7 や カ恚^ 




レ 

コ' バ、。 HI? ！ 十 





> 车 、/外〜 T /ハーに 力: ， 

/ ^ft お^ 



フ' レ^^ 




4omb> ハ斗 干, スゥ 

歡。 



PC-286VF に は、 次の よ う な特 ii が あ り ます。 

12(Vlhk ノー ウェイ トの 高速 処 i 里 

CPU (中央 処理 装， には^ 02 あ 相当 品 を 
12MHz ノ一ゥ ヱイ トで使 m 。パソコンの & 
鹏 間に イラ イラす る ことなく、 怪 快に 処 
现 する ことができ ます。 

場所 を とらない コンパ ク ト 設計 

コ ン パク 卜な ボディ にハ一 ド ディ スクゃ K 
張 ボード を 装お できます。 さらに、 縦^き 
も 可能です 。 4) 所に 合わせた 使いやすい 設 
B がで き ます。 

640KB の ユーザー メモリ を フル 装備 

ユーザー メモリ は 640KB を フルお fflj。 メモ 
" を^ S する ことなく * 販の アプリ ケ一シ 
ヨン ゾフ 卜が 使えます。 



強力な グラフ ィ ック 表示 

アナログ RGB ディ ス プレイ を 接^ すれば、 
40% 色 中お 議 を 周 時に 表示で き ます。 パ 
ソコン でお かな 色^ を 炎现 で きます。 

また、 グラフ 4 ック用 VRAM に デュア ルポ 
一 ト RAM を續 し、 グラフィック 表 環 
お 速 化 を しています。 

市販 ソフ トウ エア/ハー ドウ エアの 高度 利用 

り 本^ 気 製の PO9801V シ リ —ズ 用に 瓶焭 
さ れて t 、る 各 械 のァプ リ ケーシ ヨン ソフト 
や 周辺 装 匿が 利 m で きます。 利用で き る ソ 
フ トウ ヱァゃ ハードウエア、 およ び 使 W す 
る 際の 制限に ついては、 販売店 や エプソン 
に 川な して ある 「ソフト ゥヱァ • ハー 
ドウ i ァ ライブラリ一」 を ごお くた さい。 
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最低限 必要な もの 

PC-286VF を 使う ために、 何 を 用意 すれば 

よいので し よ う 。 

VC-2H6YFlz:i, 1)し-28れ下の本(4：と キ一ボ 
—ドが 人って います。 このほかに、 バソコ ン 
に 人力した 文 7 を 確かめた リ、 パソコンのお 
m の 状態 を 知 るた めに 「ディ ズ プレイ」 が必 
要です。 さらに、 ワープロで 作った 文章 や、 
お叶^な どで 算 した 結果 を 用紙に 印刷す る 
ために 「プリンタ」 が 必^です。 

パ、 / コ ン 本体、 キー ボー ド、 ディ スプレ ィ 

と プリン タ が 揃え ばか な り の 仕事 を こなす こ 

と がで き ま す。 
また、 これらの 装^ (ハ一 ドウ エア） の ほ 

かに、 H 的に 会った r ソフト ゥ ユア j の Hj な 
をし ます a ソフト ゥ i ァは、 バソコ ンの 使い 
勝手 を 大きく 左右し ます。 「ソフトウェア' ハ 
—ドウ ユア ライブラリ一」 に^^されて いる 
ソフトウェアの 屮か ら、 i:| 的に あった、 使い 
やすい ソフ トウ ヱァ を邋ん でく ださい。 

PG286VF に は、 「ト1 本 語 Disk BASICj が 
mi' されて いま 1 ■ [ I l/iDisk BASIC もソ 

フ トウ ユアの ひとつで すから、 これ を 使って 
いろいろな ィ| 事 をす る こと もで きます。 しか 

し、 そのために は 自分で プロ ダラム を 作らな 
くて はなり ません。 すぐに パソコン を 使って 
何 か 仕事 を 始めたい とい う 方 にと つて は、 日 

本 語 Disk BASIC は r 0 的に あつ た」 ソフト ゥ 
エアと は 言えません。 このような 方 は、 Wife 
の アプリ ケ一シ ヨン ソフ トの屮 から llfi 勺に 合 
つた もの を J1 ぶと よいで しょ う。 

このほかに、 flj 途ゃ ソフトウェアに 会わせ 
て マウス や モデムな ど、 必要な 装 iS: を 用意し 
て く ださい。 
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本体 正面 ― 

(D 電源 スィッチ 

パソコン 本体の^ 源 を 人れ たリ （オン） 切 

つたり (オフ） する スィ ツチ 

② キーボード コネクタ 

キー ボ一 ドを接 絞す る コネクタ 

③ リセット ポタン ― 

パソコン を リセ ッ ト するとき に 押す ボタン 

《電源 表示 ランプ 

パソ コ ンの; £源 が 入って いる こ と を 示す ラ 
ン ブ （CPU の迅现 速^ によ リ、 ^色 /12 
MHz, オレンジ色/ 10MH 乙 赤色 /6MHz に 
点灯） 

® ハ一 ド ディ スク ドライブ アクセス ランプ - 

ハー ド ディスク が觔 作屮 である こと を; TrT 
ランプ 

® ハードディスク ドライブ ^ ― —— ~ ^ 

ディ スク^^が 20MB (PC-286VF-H20) ま 
たは 401VI お （PC-286VF-H40) の I 人 j« ハー ド 
ディ スク ドライブ 

⑦ フロッピーディスク ドライブ ― 

フロッピーディスク （5 インチ 2HD/2DD) 
の データ を^み おきす る 装お 

® フロッピーディスク ドライブ アクセス ランプ ^ —— 

フロッピー デ イス ク ドライ ブ が^ 作 中で あ 
る こと をポす ランプ 

®» 脱 レバ一 - —— ^ 

フロッ ピー ディ スク をセッ ト したり、 取り 
出す ときに 使う レバ一 
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⑩スィ ツチ カバー 

作の 状態 を 設定す るスィ ツチの ある 場所 

'ク) カノぐ 一 











$ 


； 

ICPU? 


• ま ポリ ユー 
に ビー ドス 




(0 ディ ッ プスィ ツチ 
2 ジャ ン パースィ ツチ 
ム 

イッチ 



© ディ ッ ブス ィ ツチ 

バソコ ンの^ 作 条件 を ^定す る スィッチ 



@ジ ヤン パースィ ツチ 

マウスの m 、) 込みべ クタ を切リ 換える スィ 
■/ チ 

@ ボリューム 

内 ^スピーカの は を调 節する つまみ 

©CPU ス ビー ドス イッチ 

cpu の *4 理 速度 を w リ 換え る ス ィ ツ チ 
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本体 背 m 



① 入力 用 電源 コネクタ 



？ t 源 ケーブル を桉統 する コ ネ クタ 



② 出力 用 電源 コネクタ （2 個) 



バソ コ ン 本体と idlg 
コネクタ 



t 源が 供給で き る 



(|) 拡張 ス 口 ッ ト （4 個） ^ 

各械 の拡！ ^ボ一 ド を 装着す る スロッ ト 



® マ ウス コネクタ 



-般 に 「バス マウ；^ ヒ呼は 力て いる マウ 
ス を接統 する コネクタ 



©ァ 一ス 端子 



アース 線 を 接 絞す る 端 I 



コネクタ 



モ デム 、 シ リ ァ ルマ ウスな ど RS'232C ィ ン 

タ一フ i ィ ス规 格に 準拠した 装 g を 桉絞す 
る コネクタ 



⑦ 增設フ 口 ッ ビ一 ディスク ドライブ コネクタ 

1MB タ ィ プの 增設 兩フロ y ビ 

ドライア を桉統 する コネクタ 



ディスク 



® プリ ンタ コネクタ" 

プ リ ン タ や プロ ツ タ を 接 絞す る コネクタ 



9 ^設 ハー ド ディスク ドライブ コネクタ —— 

(PC.286VF-H20/H40 のみ） 
W 設川の ハー ド ディ スク ドライ ブを桉 絞す 
る コネクタ 
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r 



@ モノクロ ディスプレイ コネクタ 

i 色し か 表示で きない モノ ク 口 ディ スプレ 
ィ を按統 する コネ ク タ 



Clt デジタル RGB ディ スフ レイ コネクタ 

黑、 #^ あ、 紫、 緣、 水色、 黄色、 白の 8 
& を 表示で き る デジタル RGB ディ スプレ 
ィ を接統 する コネクタ 

@ アナログ RGB ディ ス プレイ コネクタ 

4096 色 を 表示で きる アナログ) RGB ディ ス 
プレイ を接锐 する コネクタ 

@ 冷却 用 ファン' 通風孔 

本体 内 部 でお やする 熱 を 逃がす^ お 
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設置 場所 




バソコ ン は^ 密な 機械です。 落としたり 強 
い 銜^ をリ える と 故 [^してし まいます。 ここ 
では、 ^低 限 守って いただきたい 辜 柄に つい 
て 説明し ます。 

水平て しっかり した 場所に 置 < 

ぐ ら つ t 、 た 机の 上な ど に 置 も 、 て 使用 すると、 
落ちた リ 振動が 加わ つ て 人 変 危険です。 
特に 縦お き にす る 場合 は 注意して ください。 

/nalj^ , ；显& 

パソ コンに も 適当な 温 度 や^ 度が あ リ ま す。 

入^に とって 過 しゃすい お ifi がバソ コ ン に 
とっても よ ^ 、環^ といえ ま す J'U 度 10〜35。C 、 
iK 度 20〜80% を II 安 に してく ださい。 
ま た、 ハ°ソ コ ンの 内部な どに 気が付かない 
よ う に S 漱な^ 度 変化 も 避けて く ださい。 

+ 分な 電源の 確保 

バソ コ ンの 使用 中に 霜 源が 切れて しまって 
は 一大事です。 バソコ ンの^ 源 は K 接 家 ^ 

nj の 源 コンセントから 取って ください。 

タコ足 St! 線 は 絶対にし ないで ください。 ま 

た、 問 違って 電源 ケーブル を 抜いて しまう 
ことがない よう 配線に も 十分 注意して く だ 

さい。 
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ほこ りの 少ない 場所 を 選ぶ 

パソコンの ド、 j 部に ほこりが たまる と、 思わ 

ぬ 故 ゆ を 起こす こ と が あ リ ます。 でき る だ 
け ほこ り の 少ない 場所 を 選ん で' ください。 

換気に 気を付ける 

風通しの 悪い^ 所 は、 ほこりが たまったり 
パソ コ ン 内部の 温度 力 f h がり やす < なる た 
め 風通しの よい 場所で お使いく ださい。 ま 

た、 本体 は向 の jfflM 孔の 後ろ は 15cm 以上 |fj 
けて ください。 

直射日光 を 当てない 

長 レ ^ 賴 隨 日 光が 当 たると、 パソコン 内 
部の 温度が 上がり 、 ^作 不良 や 故陬の 原^ 
になり ます。 

強い 磁界から 遠ざける 

強 し '磁界 を 近づけ ると、 フロッピ一 デ イス 
クゃ ハードディスク の デー タ か 壞れた リ 異 

^な IP 力作 をす る ことがあります。 テレビ、 
ラジオ、 磁石 な ど にノ ぐソ コンを 近づけ な レ v 
でく ださい。 また 逆に、 ハ" ソコン が^^す 
る^ 波に よって テレ ビゃラ ジォに 維^が 人 
る こと が あ り ま すので 注意 してく ださい。 



「 

この 装 S は、 第二 種 俯 報装蔬 (住宅地 域 ま 

た は その 隣接し た 地域に おいて 使 m さ れ る 

べき ザ f 報 装;??） で^ ^地域での 7ii 波!^^ 防 

止 を \ I 的 と した 情報処理 黹波降 害 自 
i 細 im^ ( vcci ) m { ^m<r し て お リ 
ます。 しかし、 本 装; なを ラジオ、 テレビ ジ 
ヨン' ^侰 機に 近接して ご 使 川になる と、 受 

信！ ^轡の 原因 となる こと が あ ります。 取扱 
説明お に 従って 正 しい 取り扱い をして く だ 
さい。 
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使い 始める 前に 







は、 設遄 場: 
横お きも 縦 55 きもで きます。 



に仓 わせて 



!>C'286VF を桢 S きにして 使う ときには 次 



の 点に; に S してく ださ、 



： 



重い もの をのせ ない 

PC-286VF の I. に は、 ディ ス プレイ 稅度の 
■R さの も ので あれば のせて も かまいません。 
しかし、 それ 以上 屯 いもの をのせ ると バゾ 
コ ン 本体が 変形 してし まう ことが ありま す。 

机から はみ出さない 

PC-286VF の底而 に は ゴム 製の 足が 4 つ 付 
いていて、 この 4 つの 足て バソコ ンの道 さ 
を 支える よう に 設計され ています。 PC-286 
VF がお L な どか ら はみ出 している と 不安つ II 
に な る だけ でな く 、 バソ コ ン 本体に 無 P はな 
力が かか リ ます。 

また、 ディ ス プレイ を PC-286VF の 上に K 
いて 使う 場合 は、 デ ィ ス ブ レ ィ の 位 S が 高 く 
なります。 椅子 や 机の^ さを^ 節して £ しい 
姿勢で パソコン を 使って く ださい。 
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PC-286VF の」. に ディ ス プレイ を 菽 かない 

とき、 また 上に く と ディ ス プレイの 位! S が 
高 く な り す ぎ る 場合な ど は、 PC-286VF を 縦 
S きにして 使って ください。 

PC-286VF を 豳 i に する 場合 は、 次の 点 
に i 主意して < ださい。 

本体 右側 を 下にす る 

PC*286VF を 縦お きにする と き は、 本体 右 
倒 (縦 置き 用の 脚の 付いている 面) を 必ず 
ド にします。 

倒れない よ う にす る 

本体の 右側 を 下に していて も 机 自^が 不? お 
定な 状態で は 大変 fe 険 です。 万一 PC-286 
VF が 飼れ た りしたら 故陣 してし まい ま す。 
で き れば、 支えになる も の な どが あると よ 
いでし よ う 。 

もの を 置いたり 立て かけたり しない 

縦 it きにし た PC- 286VF の 上に もの をのせ 
たり、 水な どをケ てかけた リ すると 不安定 
になって、 ちょっとした 很！ Ml などで 劉れ て 
しまいます。 

とくに、 使 m 時に バソ つ ン 本体 内部に 発生 

する 熱 を 逃がす ための 通風 は 絶対に ふさ 
がないで く ださい。 

縦 置きの ま ま 拡張 ボー ド など を装羞 しない 

縱お きの まま 拡^ ボー ド など を 装着す ると、 
ぐらついて 大変 険で す。 ぉ£^ ボードな ど 
を 装^ するとき は、 ハ。 ソコン を 広い 場所に 
移劻 させ 横 置きに してから 作^ #づ て < 
ださい。 

乱暴に スィ ツチな ど を 押さない 

m?Si スィッチ を 乱暴に 押す と、 バソコ ン が 
ぐらついた り 脚れ る こと も あり 危険です。 
rtm スィッチ は 静かに 押 し て も 電源の ォ 
ン ノ オフが できます ので、 乩暴に 扱わない 
でく ださい。 
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テ V ス プレイの 接続 





ディスプレイ は、 本体^ [fij にある 3 つの デ 
ィ スフ レイ コネ、 クタの ひとつ に 接 絞 します。 

ま ず、 接 絞す る ディスプレイ に 対応す る コ 
ネ クタと 拔 絞に 使う ケ一 ブル を 確認 し て く だ 
さい。 接統に 使う ケ一 ブル は、 ディスプレイ 
に 付いている もの、 または ディスプレイの メ 

一力一 で^ 定 している もの を 使って くださ い, 
つぎに ディ ス プレイ を; K く 場所 を 決めます, 
水平で しっかり した 場所 を 選びます。 パゾコ 
ンの 上に 置いても よいで しょ う。 

ディ ス プレイの (は、 iff 接 電源 コ ン セン 
卜から 取る か、 ハ° ソコン の 背面に ある 力 用 
蒙、 コネクタ か ら取 り ま す。 出 力 用 職 コ ネ 
クタから 很 源 を 取った 場合、 ディスプレイの 
'お 源 スィッチ を オンの ままに してお けば、 パ 
ソ コ ンの危 源と 連勳 して^ 源が 入つ た り 切れ 
たり して 非常に 便利です。 



ディスプレイ は 次の チ顺 で 接^し ます。 m 
& の 際に は ディ ス プレイの 説明 齋 も 参照して 
く ださい。 

O パソ コン +f 杏お よ びデ イス フレイ の t£jJ ぉス 

ィ ツチが ォ フ になって いる こと を 確かめ ま 
す。 

©デ イス プレイ を 水平で し つ か リ し た 場所に 

fi きます。 

© 桉統 用の ケ一 ブル を ディ ス プレイの 種類に 

あった コネクタに 拔統 します。 ケーブルが 
ディスプレイと 別にな つてい る 場合 は、 デ 

ィ ス プレイ 側 も 接続し ます。 
© コネクタに ネ ジ が忖レ 、ている 場合 は、 ド ラ 

ィ バ一 を ^ ^つて ネ ジを 締めます。 
©デ ィ ス プ レ ィ の 屯 源 ケ 一 ブル を 黹源 コンセ 

ン卜、 または パソコンの 出 力 跳 源 コ ネ ク 
タ に接統 し ま す。 



rr %ilr 



■ 1 



. rr 
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接い 始める 前に 



キーボードの 接続 

キーボード は、 職 ス ィ ッ チの左 に ある キ 
一 ボード コネクタ に 接 鋭 し ま す。 操作 中 に 抜 

けない よう しっかり と 接続して ください。 

キーボード は、 ディスプレイ を a ながら 操 
作で き る よ う に デ i スプレ ィ の 正面に;?； < と 
よいでしょう。 キ 一ボード をよ リ 使いやすく 
す る ために、 正 し 1 1 姿 势でキ —人力 がで き る 
よう 机 や 椅子 を 調節す る こと も 人^です。 ま 

た、 キ一 ボードの にある 脚 を 使って キー 

ボー ド の倾 斜角 度 を 調節す る こと もで きます。 
人力 しゃすい よう に キー ボー ドを 設定して く 
ださい。 

キ 一ボー ドは、 パブ コ ンの 装お の 中で お も 
頻繁に 使う 装遄の ひとつで すので, 1 - 分に ち 
えて 配^して く ださい。 

キ 一ボー ドは 次の 乎 顺で接 絞し ます。 

、ハ ノコ ン 本体の ^源が ォ フ になって いる こ 

と を 础「 かめます。 
© キー ボー ド から 出て いる ケーブル を キー ボ 

ード コネ クタ に^し 込みます。 
© キーボード をお く 場所に ^ わせて、 ケープ 

ルの M さを^ ffii します。 

ケーブルの： R: さは、 渦卷き 状に なって いる 
お 分で ある ftLfi^ffi できます。 しかし、 バソ 
コン から 離: れた 場所で キー ボー ト' を 使う^ 1> 
など はキ一 ボー ドの 側に はめ込まれ ている 
部分 を 引き出して 使って ください。 



セット アツ ブ^ is 




使い 始める 前に 



プリンタの 接続 




ブリン タは、 ftlilfj する ソフトウェア にあつ 
た らのを 邋びま しょう。 それぞれの ソ 7 トウ 
エアで 使 川で きる プリンタ は、 ゾフ トウ エア 
の 力 タ ログ や バッ ケージに , ヒ '| おされて います。 
また ソフト ゥュ ァ- ハー ドウ エア ライ ブラ リ 
一 も 参考 に してく ださい。 不明 な 点が あ る と 
I は 、 販売店 や ソフトウェアの 阪^ 会社 に 問 
い 合わせて く ださい。 

プ リ ン ク は 排 w m にある プ リン タづ ネク 
タに接 m します。 使 ffl する ケ一 ブル は、 プリ 
ン タ に ；ぉ付 されて いる も のか プ リン タのメ 一 
カーで ^宛して いる もの を 使って く ださい。 

プリンタ の 源 は、 s: 接 镟 源 コン セン トか 
ら 取る こと もで きます し、 パソコン 本体せ [が 
の m 力 川', g 源 コ ネ ク タ か ら 取 る こと も で き ま 
す。 プリンタ は ディスプレイと it つて、 印刷 

したいと き だけお ilSi を 入れれば 个 分です。 | 
し 、 プ リ ン タ以 外に， 、• ソコン の 本体 と [ f ij 時に 

續を 人れ た 方が 都合の よ い 装お を 使 う 揚伶 
に は， 出 h fij'liffi コネ クタ は そち らの お; なに 

娘り ましょう。 



また プリ ン タの設 it 場所 は、 水平で しっか 
り している と WW に プリ ンタ W 騰极 いやす 
いこと が 必要です。 特に 連较 用紙 ままう とき 
は ) ！ ！紙 がり I つ か か ら ないように 気 を 付 けて く 
た' さい。 

プリンタ は 次の 乎 《i で侬統 します。 接き 
際に は プリ ンタの 説明 害の 参照して く ださい。 

O バソコ ン 本体お よび プリ ン タの ® 源スィ ッ 
チ が才 フ になって いる こと を 確 かめ ま す。 

© プ リン タをホ t'T" し つか り し た 場所に S き 
ます。 

©y リ ン タ ケ一 ブル を フ° リ ンタ コネクタ に やぶ 

お' L しま ま。 

■ リン タ コネ、 クタ に 付 t 、ている^ U' を 閉 じ 

るよう にして、 コネクタと ケーブル をに' にぶ 
し よ i 。 

©[nl じょうに して、 フ リン タ 側 に も ケ一 ブル 

を梭統 します。 
® プ リ ン タ の', ケ一 ブル を も^ コンセント、 

または バソコ ン の 出 力 ffIMM コ ネ ク タ に 接 

m し ま す o 
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バソコ ンと それぞれの 装^の 梭 ^が 終わつ 

たら、 f& 後に v£ 源 ケーブル を接總 します。 

ケ一 ブル は、 必ず バソコ ンに 添付され 
ている もの を 使って ください。 また、 タコ^ 
W 線に ならない よ う に^ K コ ン セン 卜の 位 g 
や 数 を 確認して から 拔統を はじめて く ださい。 

マお 缺ケ一 ブル は 次の 手順で 接 fet します。 

© パソ コ ン 本体お よ びバゾ コ ン に 接 鋭され て 
いる 装^の^ 源が オフに なって いる こと を 
離 かめます。 

霸霜 源 ケーブルの コネクタ 側 (穴が 3 つ 開い 
t いる 方) を 入力 用 電 iK コネクタに 接統し 

よ S o 

& m^i ケ一 ブルの ブラ グ側 （ ヒ ン が 2 本 出 て 
いる 方) を范 s コンセントに 棱統 します。 

また、 パソコンの ような 消費！: 力の 多い 装 
お を 使う 場^ は、 安全の ために アース を 取る 

ようにして ください。 ァ一ス 端子 は、 ^t¥n 

面の マウス コネクタ の 右に あ り ま す。 
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出力 fff^S コ ネ クタから は、 
源 を 取る こ とがで きます 
タ から It 源 を 取る 場合に は、 
て く ださい。 



周辺^お の 

viiiisi コネ ク 
火の 点に 注意 し 



會 



本体の 電源と 連動して います 

出 力 用の ボ 源 コ ネ クタから は、 パソコンの 
屯 源が ォ ン め 時 だけ Yi; 源が 供給 さ れ ます。 
モデム nus (モデムと ^話が一 体に なって 
いる 装置) などで は、 '范 源が 供給され てい 
ない とも^と して « えな くな つてし まう も 
の もあります。 出 力 用 電源 コネクタに は、 
パゾ コ ン 使用 時に だけ 使 f 装 遄を接 絞して 
く ださい。 

逆に、 この コネクタから 源 を 供給して い 
る 装 il は、 パソコンの 笹 源と 同時に 電源 を 
人れ る ことができます。 ディスプレイ など 
の * 源 を 出力 用 電源 コネクタから 取り、 地 
源 スィッチ を オンの ままに して おくと、 ハ。 
ゾコン の 電源 と 同時に ディスプレイの 笔 源 

が 人って と て も 便利です。 

消 * 電力に 注意して ください 

2 つの 出力 m 電源 コネ ク タ から 供給で き る 

m 源の tB: 力 は、 合計で 300W までです。 接 絞 

す る 装お の 仕様 を 確^ して、 m 赀^ 力 が 3oo 

W を 越えない よう に 注意して く ださい。 



セットアップ 飆 I？ 



フロ ツビ 一 ディスクの 取 リ 扱い 



システム デ V スクと は？ 



ハ° ソコン を 力 かすた めに は、 システム ディ 

ス ク が 必要です。 

システム ディ スク と- - 1】 に g つても、 Disk 
BASIC の システム ディスク 、 MS-DOS の シ ス 
テム ディスク、 ワープロの システム ディスク 

データベースの システム ディスク… と、 さま 
ざまな システム ディスクが ぁリ ます。 これら 
の システム ディ スク は、 「OSj の システム ディ 
スクと 「ァプ リ ケーシ ヨン ソフト j の シス テ 
ム ディスクに 大別して 考える こと がで き ま す。 

r OS」 は、 Operating System の flft で、 Disk 
BASIC や MS- DOS の システム ディスク は OS 
の システム ディ スクに 分類で きます。 OS と 
は、 パソコン 本体 や 周辺 装 證 などの ハー ドウ 

エア を m 御 し た り 管理- す る 機能 を 持った プロ 

ダラムの こ と をい います。 OS の システム ディ 

スクに は、 これらの ハー ドウ 1 ァを 制御す る 
フロ ダラ ム 力 、'保存され ています。 

ま た、 ノ 《ソ コン は OS の シ ス テム ディ スクに 

よって 起^します。 「起動」 ヒは、 ハ ソコン や 

使える 状態に するとい うこと です。 例えば、 
ディスプレイに 文字 を 表^したり、 キー ボー 

ド から 入力した 文字 を 受け付ける ための 準備 
など をし ます。 



こ れに対 して ヮ 一 プロ ゃデー タ ベ— スのシ 
ス テム ディスク は、 「アプリ ケ―シ ヨン ソフ 

ト J の システム ディスクに 分類で きます。 ァ 
プリ ケーシ ヨン ソフト は、 ワープロ や データ 

ベースな どのよ う にある tl 的 を 'おむ する ため 
に 作られた プロ ダラムです。 

アプリケーション ソフトに は、 本来 ハード 
ウェア を 直 接 制御 し た り 管理す る 機能 は あ リ 
ません。 また、 パソコン を 起動させる 機能 も 
ありません。 そこで、 市販の アプリ ケ一 ショ 

ンソフ トの システム ディ スクの 巾に は、 OS の 

基本的な 機能 を 受け持つ プロ ダラムが いつ し 
よに 入って いるものが 多くあります。 このよ 

つ な ァフ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト の システム デ ィ 
スクを 使う と、 まず OS の 働きに よって ハ。 ソコ 
ンが起 J めし、 その OS I. で アプリ ケーシ ョ ンソ 

フトが 励き ます。 

注意 市販の ァ プ り ケージ リ ン ソフトの 中 に 

は os の システム ディスク を 別 に 用 n、 し 
なければ ならない もの もあります。 購 

入の 際に、 別に OS の システム ディ スク 

が 必要 かど う か を 確かめて く ださい。 




ノ / 



いつ？ モ 

丄 f えま^ 





ミー 



\ 



\ 



：： ソ n 、ノ 



IS セット アッフ^ 




OS の システム ディ スク、 アプリ ケーシ ョ ン 

ソフトの システム ディスク、 いずれの 場 含 も 
システム ディスクに は パソコン を $カ かすた め 

の 大切な 悄報が 保存され ています。 システム 
ディ スクの 取り扱いに 際して は、 次の 点に 注 
おしてく ださい。 

必ず バックアップ を 取る 

フ口ツ ビー ディ スクに 保存され ている デー 

タは、 作 や 思わぬ 事故で 壊れて しまう 
こ と が あ り ます。 使 ffl する ソフトウェアの 
説明 教に 従って、 必ず 別の ディ スク などに 
システム ディ スクの 内お を 保^し ffffi を 作 

つてお きましょう。 （この こと を 1 " 八つ y クァ 

•'/ フ。 を 取る j といい ます） 

システム ディ スクの バックアップが fliOl な 

いとき は、 ソフト ゥ ェ ァ の販充 会社に よ る 

バ ッ ク ァ ッ プサ 一 ビスな ど を 利 川 し て く だ 

さい。 

オリジナル は 大切に 保管す る 

システム ディスク のバ ツ ク アツ プ がで き た 

ら、 オリジナル 本） の システム ディ ス 
ク は 大切に 保 © し、 通常の 作業に は 予備の 
ディ スクを 他 つてく ださい。 

ォ リ ジナル の システム ディスク は、 diu ' 
多湿に ならない、 ほこりの 少ない 場所に 保 
^してく ださ い。 でき れば涞 段 使 う デ ィ ス 
ク と は 離れた 場所に ffi く とよいで しょう。 

システム ディ スク のパッ ク アップの 方法 は、 
使用す る ソフトウェア の 説明書に 従つ て < だ 
さい。 アプリケーション ソフトの 巾に は、 ュ 
一 ティリ ティと して バッ ク アツ ブを 取る ため 
の プログラム を 用意して いる もの もあります 

ので、 これ を 利 川 するとよ いでしょう。 




セット アツ ブ as is 




r^^r ピ— 干 イス ゥ l ま j 



システム ディスク 以外の フロッピー デ イス 

ク でも、 大切な デ一タ が 保存され ている はず 
です。 大切 な デー タ ゃプ ログ ラム が 壊 れ て し 
まわない ように、 次の 点に^^ して フロッピ 
一 ディ ス クを极 つて く ださい。 

磁気ディスクに は 触らない 

磁気 ディ スク の^ 而に 触らない でく ださい, 



また、 フロッ ヒー ディスク ドライブに セ' 



水 や ほこり を 付けない 

磁気 デ イス ク の表而 に 水 や ほこ リ が 付か な 
いように 気を付けてく ださい。 特に シン ナ 

一、 アルコール などの i g 剤 類 を 近づけない 
よ う に 注意して ください - 

磁界に は 近づけない 

フロッピーディスクに 磁^な ど、 磁界 を^ 
牛: する も の を 近づけ ないで く だ さい。 

無理な 力 を かけない 

フロッピーディスクの I, に 物 をのせ る、 ク 
リ ッ プな ど で 挟む、 折 つ た リ 曲 げた り す る 
など、 ^ 现な 力の かかる こと はしない でく 
ださい。 

正しく セッ 卜する 

『フロッ ピ一デ イス ク の セ ッ ト と 取 り 出し」 

(24 ページ） を 参 M して、 正しく フロッピ 
—ディ スク ドライブに セッ ト してく ださい。 



ト した ま ま^ 源 を 入れたり 切ったり しな、 
でく ださい。 



フロ ッ ビーラ ベル は 記入して から 貼る 

フロツ ビーラ ベル は 必要な こと を 記入して 
から 貼りつ けて ください。 すでに フロッピ 
—ディ スクに 貼って ある ラベルに 記入す る 
とき は、 ペン 光の まら かなもの を 使って く 
ださい。 

ェン ベロー ブに 入れて 保管 

フロッピーディスク は、 必ず エンベロープ 
に 入れて 保管して ください。 裸の まま it ね 
てお くこと は 絶対に し な K 、 で < だ さ t 、： 

高温になる 塌 所に は 置かない 

隨 ！ I 光の a たる 場所 や 暖房器 具の 近 < な 
ど 、 i','sia に な る 場所 に は フロッピー ディ ス 
クを k かないで ください。 
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注意 フロッピーディスク は 消耗品です 

み 取 り 轡 き 込み を 繰 り 返す こと で 摩耗 
していき ます。 古くな つた フロッピ一 
ディスク は、 読み取り エラ一 ゃ誉き 込 
み エラ一 の 原 因と なる ため、 新しい デ 

ィ スクに バックアップ を 取って おく よ 
うにして ください。 



フロッピ一 テ V スクの 取 リ扱レ 、 



取リ 扱いと 注意 




so せ/ トァ ップ m 



フロッピー ディスクの 取 り 扱い 



データ を 守る ために 




フロッ ピー ディ スクに 保^されて いる デ一 
タは、 どんなに 気を付けていて も 絶対に 安全 
とはいい きれません。 重要な データ を 守る み 

法と して、 予備 の デ一タ を 作る 力 法 レ く y ク 
アップ） と フロッピーディスク にデ一 タ を お 

き 込めな くす るソ /法 （ライ ト プロテクト） が 

あり ます。 

, 、ッ ウダ、 リ プ 

システム ディ スク は 必ず ハ * ック アツ フ。 を }|ぇ 
るよう に 説明し ました 力^ システム デ イス 
ク の ほかに も 大切な デー タは こまめに バッ 
ク アップ を JR つてお きまし よ う & 
バックアップ データ を 保 # する^^と して 
は フロッピ一 ディスクが: (もも 手軽です。 
じ 内容の フ 口 ッ ピ一 ディスク を 2 枚 作つ て 
おけば 力' 一の ときに も 安心です。 

ライ トプ ロテク ト 

フロッ ピー ディ スクに デ一タ を; 1 ! : き 込み, 
止 （ライト プロテクト） にす るお 法 は、 フ 
ロッ ピー ディスクの 種類 （大きさ） によつ 
て 逸い ます。 

に 25 ィ ンチの フロッピー ディ スクの ^合 は 
フ o ッ ピー デ ィ ス ク の も 1 f にある ライ トプ 



ロテク トノ/ チ （切り 欠き） に ライ ト プロ 
テク トシ一 ルを 貼つ て^き 込み Slii: にし ま 

す。 

ライ トプ ロテク トシ一 ル というの は、 lUj 
形の 铋 の シールで、 フロッピーディスク 

を う と 付いています。 

ライ トプ ロテク ト 状態の フロ ッ ピ一デ ィ ス 

クは データ を ； やき 加えたり 消す こと はも 

ち ろん、 7 す 一マット もで きません。 

ォ リ ジナル の システム ディ スク も^き 込み 

お 止に してお く とよいで しょう。 

, ; ：' き 込み Sid: にした フロ ッヒ一 デ ィ ス ク に 
畔びデ 一タを 書き込む に は、 ライト プロ テ 
ク 卜 シール を はがします。 
ただし、 ゾ f き 込み ^止に して も 磁界の li さ^ 
などに よって デ一 タカ f 壊れる こと ち ありま 
す。 大切な データの バックアップ は 必ず 取 
つてお いて く ださい。 

nn I 

参考 システム ディスクの 中には、 ,ぉ つて 内 

1 容を m してし まう こ と を 避ける ために 

M 初 か ら ライト プロ テク トノ ツチの な 
い^き 込み 禁止 状態の ディ スクを 使つ 
ている もの もあります。 
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フロッピー デ V スクの 取り扱し 、 



パソコン では、 データ を フロッピ一 デ イス 

ク などに 保 # してお きます 6 しかし、 新しい 
フロッ ピー ディ スク にす ぐ データ を 書き込む 
こと はでき ません。 データ を 読み書きす るた 
めに 「フォーマット」 という 作 恋をしなくて 
はなり ません。 
フロッピーディスクの 磁気ディスク は、 ^ 

い FI 盤に 磁性体 を^った ものです。 ビデオ テ 
ープゃ カセッ ト テープ を W 盤 状に した ものと 
考えれば わかりやすい でしよう。 しかし、 ビ 
デォ テープな ど はテー プの 先 il から 順番に デ 
一 タを蒈 いたり 読んだり する のに 対し、 フロ 
ツビ一 ディスク では 任意の 場所に デー ク を ノ; 
き 込んだ り その デー タ を 読み取る こ と がで き 
ます。 このために あらかじめ データ を 保存す 
る 場所 を 決めて、 それぞれの 場所が わかる よ 
うな 番号 を 付けて おきます。 この 作業 をフォ 
一 マツ ト と 呼びます。 

デ一タ を 保存す る^ 所の I え 切 り 方な ど は、 
ffijU する OS によって it います。 したがって、 
>川 の OS でフ す一 マツ ト した フロ マ ピ一デ ィ 
スクに は、 フォー マ ッ ト していない フロ '，/ ピ 
一 ディ スクと 同じよう に データ を^き 込む こ 
とがで きません。 いままで 使って いた フロッ 
ピ 一ディ スク でも、 別の OS で 使う と きに は靳 

たに フォー マツ トし 直さなければ なりません。 

フロッ ピー ディ スクを フォー マツ ト する 方 
法に ついては、 使 W する ソフト ゥ ユアの 説明 
* を 参 照 してく ださい。 

注意 すでに データが 保存され ている フロッ 
ビー ディ スクを フォ一 マツ ト すると、 

いままで 保存され ていた データ はすべ 
て 消えて しまいます。 フロッピ一 ディ 
スクを フォーマット するとき は、 必要 
な データが 保存され ていない こと を 十 
分に 確かめて く ださい。 r 




N5I マット 
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パソコンの 起動 



電源の オン 




バソコ ンを 使 うため に、 まず ^源 を 入れ ま 

す。 し 力、 し、 を 人れ る W に 次の こと を 確 

かめて く ださい。 

装置 は 正し く接統 されて います か 

パゾ コ ン やその^ 辺 装 魔 は 正 し く 接 絞され 
ています か。 また、 ディップ スィッチ など 
の 設^ も 確かめて ください。 

電源 は 確保で きています か 

PC-286VF の^ 源 ケーブル は^の コン セン 
ト に 餓 贿 してく ださい。 テーブル タ ッ 
プ など は 使 W しないで ください。 

フ 口 ッ ビー ディスク は 入って いません か 

フロッ ピー ディスク ドライブに フロッ ピー 
ディ スクが 人って いない こ と を 確かめて く 

ださい。 特に、 お n い 上げ 後 初め て^ 源 を 
入れる 前に は、 磁^ ヘッド 保護 シートが 入 
つてい ない こと も 確かめて く だ さい。 

システム ディスク は 用意し ま した か 

パソコン は システム ディスク がな ければ^ 
きません。 こ れか ら 行 う 作笼の ための シス 
テム ディ スクを 用意して く ださい。 



バソコ ン やその IS] 辺 機器の 電源を入れる と 

き は、 次の 顺揚 で^ 源 を 入れて ください。 



o 外部 に 捣 鋭 した フロッピ一 ディスク ド 
ラ ィ ブゃ ハー ド デ ィ ク ス ドライブ 

&パソ コ ン 本体 
© その他の ^辺 機 s 



バソコ ンの is 源 を 入れる に は、 ® 源スィ ッ 
チを カチッ と^がす るまで 押し込みます。 ^ 
m が 人る と 屯 源^ ポラ ンプが 点灯 します。 

このまま 約 10 秒が 過ぎる と、 「 ピ， /」 とレ、 う 

a とと もに ゆ はが に 【システム ディスク をセッ 
ト してく ださい】 と 表示し ます。 

こ こ で、 次の ベ一 ジを 参照 し なが ら シス テ 
ム ディ スクを フロツ ピー ディ ス ク ドライブに 
セッ ト します。 

ただし、 ハードディスク を 起 勦 用に 設^し 
ている 場合 は、 システム ディスク を セットし 
なくても システムが 起動し ます。 ハ一ド ディ 

スクを 起動 用 に 設定す る 方法に ついては、 使 

用す る ソフト ゥ X ァの 説明 害 を 参照 してく だ 

さい。 

注意 ；t 源 を 入れた ときに ブザーが^ つた 埸 
合 は、 パソ コ ン に 何ら かの- 5?' おが あ り 

ます。 ユーザーズ マニュアルの rpc_ 

286VF 立ち上げの ときの チェック」 を 
参照して 必要な^お をして ください。 
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パソコンの 起動 



フロッピー ディスクの セットと 取リ 出し 




誠し 國， 




フロツ ピ一 ディ スクに 保存され ている デ一 
タ の^み; 1 ; き は、 フロッピ一 ディスク ドライ 
ブが行 います。 フロッピーディスクの デ一 タ 
を 読みお きする に は、 フロッピ一 ディスク ド 

ライブに フ D ツ ピ一 ディ スク をセッ ト しなけ 

れ ばな り ません。 

フロッ ピー デ ィ ス ク は 次の 乎 順で セ ッ ト し 

ます。 

o フロッ ピー ディ スクの ラベルが 貼って ある 

部分 を 待って ェン ベ 口 一プ から 取り 出 し ま 

す。 

@ フロッ ピー ラベルの 面 を I. に 向け、 ラベル 
が 手前になる よ う に フロッ ピー ディ スクド 
ライブに^ 入し ます。 最後に 力 チッと ft が 
する まで 静かに 押し込みます。 

⑩ 着脱 レ バーが 縱 にな るよう 時計 回 り に 9CT 
回 します。 

システム ディスク は、 通' お I flffl の ドライブ 
( ドライブ 1) にセッ ト します。 

着脱 レバー を 縦に しないと、 バソコ ンはフ 
口 ッ ピー ディ ス クがセ ツ ト されて いる こ とが 
わかりません。 着脱 レバ一 は、 しっかり 回し 
てくだ さい。 

フ 口 ッ ピ一デ イス クは、 ディスク アクセス 
ラ ン プが点 灯 していな いこと を 確かめて か ら 、 
次の 手順で 取 り 出 してく ださい。 

mrm, レ ノ < 一が 水平 に なる ように、 反 時 針 回 

り に 90 '回します。 

©フ 口 ッ ピー ディスク の 一部が 飛び出 します 
ので、 静かに 引き 出します。 

©フ 口 y ピーティ スクを エンベロープに しま 

います。 
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メゃ ソコン の 基本 操作 




動作 中の 注意 

パソコンが 起! iyj したら、 使 川す る ソフト ゥ 

ユアの mm ^ に從 つて^ 观を 行います。 

こ こ では' 、 ゾ コ ンの劻 作 中 に 特に 難 しな 
ければ ならない こと を 説明 します。 

動作 中に フ 口 ッ ピー ディスク を 抜かない 

フ 口 y ピー ディスク ドライ ブが^ 作 してい 
る |出 は、 フ 口 y ビー デ イス ク アクセス ラン 
フが 点灯 します。 この ラン プが点 灯して い 
ると きに、 ^^レバー を ト！) して フロッピ一 
ディスク を 取 や 出したり、 リセット をした 
リ しないで ください。 読み^き を 行って い 
た 部分の デー ク が^れる こ と が あ り ま す。 

周 iZl 装置の 接続 や 取 リ 外し はしない 

問 辺 装^の 接続 や 取り外し は、 必ずす ベて 

の 装 s の 范源を 切った 状態で 行って く ださ 
い。 電源を入れた まま 装お の 接 絞 や *c り は 
ずし を 行う と、 お^ 的な 銜^が 加わって 故 
障の^ M になります。 

電源 ケーブル を拔 かない 

パソコンで 作業 を 行って いる 最中に 電源 ケ 
一 ブル を 抜く と、 せっかくの デ一タ が 消え 
てし まう だけで な く 屯^ 的な 銜^に よって 
パソ コ ンゃ ^辺 装お が 故^す る こ と が あ リ 

ます。 （1; ^中に^ 識 して ケ一 ブル を 拔く入 
はいない でし よ う から、 源ケ一 ブルの 配 
線に 驾を 付ける ことが 大切です fl 通路の ま 
ん 中に 范 源 ケーブル を 麗 いたり 飄ケ一 ブ 
ルの 上に 物 をお いたり しないよう 注意して 
ください。 
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/ f ソ3 ンの 基本 垛作 



キーボードの 操作 




神し Tri たま ま ~^ft?a キー 5： ^キ 




キー ボ一 ドから M かキ一 を 入力 しないと ハ。 
ソコン は if 力き ません。 バソコ ンを 使いこなす 
ために は、 まず キ一 ボ一ド に 親しむ ことが 人 
切です。 

キーボード を 兄^す と、 ライト グレー （簿 

い 灰色） のキ一 と ダーク ダレ一 い wa) 

の キーが あり ます。 
ライト ダレーの キー は 文卞ゃ 数字 を 入力 

する ための キ一 です。 これらの キー は、 JIS に 
輔 した 欉準 タイプライター キ 一方式 で 配列 
されて います。 

ダーク グレーの キーに は、 それぞれに 特別 
な役别 が あ リ ま す。 ^ えば、 C^] (リタ ヾ 
ン キー) は、 命令 や データの ぼ 切りに 押し ま 
す。 

そ れぞれ の キ 一を 押す と ど ん な きをす る 
か は、 使 m する ソフトウェア によって 決まつ 
ています。 ソフト ゥヱァ の^ | リ 1が をよ く^ん 
で キ 一 の き を s ベ てくだ さい。 キー ボー ド 
か ら 文卞な ど を 人 力 する に は、 目 的の キー を 
ポンと 钰 く 押します。 i つの キー を & く 押し 
ている と 同じ 文字が 较 けて 入力され ます。 こ 

れはリ ビー ト 機能と いって、 M じ 文字 を統け 
て 入力 するとき に 利用し ます * 

ほとんどの キー は こ の よ う に ホ ン t ft く W 
して 人力し ますが、 押し 統け ている ことに 意 

味が ある キーが 3 ^類 あ り ま す 。 Mf?) [criTI 
foflpH) の 3 秘 類の キ 一 で、 これらの キ一 は リ1 
独で は 何 も 機能 しません & これらの キー を 押 
し 下げた まま ほかの キー を 押す ことによって、 
は じめ て 何 か 义 字 を 入力で きたり、 割 り 幽 て 
ら れ た 賴醇行 できる ようになって います。 
この ことから 「制御 キー j と 呼ばれて います t 
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ま た、 効率 よく キーの 入力 を 行 1 ために、 

m をキ一 ボー ドの 決まった 位; なにれ くこと が 
大リ』 です。 ^ を 決まった 位 【5: に 置き、 それ ぞ 
れの 指が 押す キー を 決めて お けば、 いちい ち 
キー ボー ドを见 なく て も キー 人力が できます。 
指 を s く 基举 的な 位 s は、 ヒの 図の とおり 

です。 左手の 人^し 桁 を CZ^、 右 の 人^ 
し 桁 を CZD の I に お き ま す。 乙 の衍の 位お 
を 「ホーム ポジション 」 と 呼び、 キ一 人力の 

ための 指の 定位 k になり ます。 

そ れ ぞ れの t ほ は ホ 一 ム ポ ジ シ ョ ン か ら 上 K 
の 位お にある キー を 受け持ちます。 キー を 入 
力す る ときには、 まず ホーム ポジションに 指 
を s きます。 そして、 ホーム ポジション を^ 



点に それぞれの 指が 受け持つ ている キー を 押 
します。 何 か キ一 を 押 し た ら 必ず ホーム ボ ジ 
シ ョ ンに flj をお します。 

できれば， お 初から キーボード を^ないで 
铋 習して みて く ださい。 はじめは II 的の キ一 
がな か な か 見 つか ら ず時闕 も か か り ま すが、 
少しずつ えれば よい ことです。 キーボード 

を まったく Ji ず、 また 頭の 中で もキ一 の 位^ 
を 考えないで A 然に 桁が if 力く ようになったら 
现&的 です。 

どんな ソフ ト ゥ ユアで も かまいませんから 
ソフト ゥヱ ァの 機能に 閱係な く 、 キ 一人力 の 
練お をして みても よいでしょう。 
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パソコンの 基本 操作 



入力 モードと キ一 の 役割 

义' ケの 人力に は、 アルファべ ッ ト ゃ敉卞 を 
入力す る 「英数字 入力 モード」 と、 カタ カナ 
やかな 記せ を 人力す る 「かな 入力 モード」 が 

あ リ ます。 この モー ドを切 '） 換える のが 

(カナ ロック キー） です。 



英数字 入力 モー ド 



が 解除 状態 (押し ド げられ ていない 
状態) のとき、 キーの 左側に 印刷され てい 
る アルファベット や 数字、 または^ せ を 人 

力 する こと がで きます。 この 状態 を 英数'?: 
人力 モ一 ド と 呼びます。 



づて 




かな 入力 モー ド 



1 カナ) が 口 ■/ ク状 ffi<ff し 卜 げられ た：^ 態） 
のとき、 キーの も ドに 印刷され ている カタ 

カナ を 人力す る ことができます。 この 状 m 
を か な 人 力 モードと 呼び ま % 

かな 人力 モ一 ド で (shift) を 押し ド げた 状態 

で 文 字 キー を 押 すと、 キ 一の 右側 に 印刷 さ 
れ ている カタ カナ やか な^ リ' を 入 力 で き ま 

す。 

(せな スゎモ -fl 




、ひリ ゥゾ 




* 敉ネ 入お モードで は、 t^J (キャップ 

スロ ック キ一》 によって アルファベットの 
大文字 を 入 力 す る か 小文字 を 入力す る か を 

切り換えます。 

また、 [shift] を 使う ことによって、 おり を 

人力 した リ 、 尺 文字/小文字の 切 リ换 えが 



で きます。 [shift] を 押 し 下げた まま アル フ 

7 ベ ッ ト が 印刷 さ れた キ 一 を 押す と 、 

が 口 ッ ク 状態なら 小文字、 解^ 状態なら 大 
文字が 入力で き ます。 

(shift) を 押 し 下げた ま ま 数字 や 記号が 印刷 

さ れた キ 一 を 押す と 、 キ一 の 上 ftlj に 口 
れ ている 記^が 入力で きます。 



英数字 入力 モ一 ド 



\ @HIFT| を 同時に 

押す 



<可 もま 甲して 
ない 状態 



s /0 
\ 

C 、 



0 



ェ 



ェ 



カナ [： 



SHIFT) を 

に 



\ 



〔カナ r □ ッ ク \ 



かな 入力 モ一 ド 



ク時す 

^司 甲 
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{ DEL J 
(デリート キー） 


カーソル 位 おの 1 字 削除 


[ INS ) 
(ィ ンサ一 トキ一） 


棒 入 • 上 ft き モー ドの 切り 

換え 


[xfer] 

(エック ス ファー キ一） 


かな f« 字 変換 


(nfer) 

(ェヌ ファー キー） 


無 変換 


「 ROLL 1 

L ^ ) 
(ロー/レア ッフ。 キー） 


上方 向ス ク ロール 


( HOLL 1 
(口一 ル ダウン キー) 


ドガ 向 スクロール 


[grph] 

(グラフ キー } 


制御 キー 《グラフ ィ ック文 
卞 入力） 


(help] 

(ヘルプ キー） 


説 面の 衷示 


[shift] 

(シフ ト キ一） 


制御 キー （大文字 1 小文字 
の 切 リ 換え） 


(リ ターン キー） 


改行 ， 

入力 した 命令の 実行 


CD ョ 

エ 曰 

印 キー) 


力一 ソル 移 まお 
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ヒの M で 網が かかって いる キ一 （I _ J) 
か义 ' ？: を 編 * するな ど の 持 殊 な 働 きを^ つ た 
キ一 です。 これらの キ一 の ffl き は 使 川す るソ 
フ トウ エアに よって 興な り ます & 詳しく はソ 
フ トウ i ァの説 I リ 『をお 読みく ださい。 ここ 

では、 主な キーの 機能 例を簡 m に 説明し ます ( 



キー/読み方 



STOP 



(ス ト ツブキ 欄 



機 能 例 



プログラムの' お 行の 屮止 



ひ， 1 ] — (f ■ to j 

(ファンクションキー） 



(エスケープ キー） 



テン ブレ一 ト. 機能 
メニューの 選 机 

メニュー 闼 面の 呼び出し 
现の取 り 消 し 

タブ ttW まで カー ゾル移 勤 
制御 キー （この キー 単独で 

何の 機能 も し ません） 



(tab I 

(タブ キー） 



CTRL 



(コントロール キー〉 



力一 ソル 前の 1 字 削除 



(バックス ぺ一 スキー》 



表示され ている 阀 面の 文字 

— ) を そのままの 形で プリ ン 9 
に 打ち出す 




キ 



Y 

o 

^ ビ 



r- 



ノ f ソコン の 基本 操作 



入力 モードと キーの 役割 

【英数字 入力 モ一 ド】 

1. ロック した キーがない 状態で 人力 したと き 





M 

、 


i r 

f 2 


f 3 
i J 


'■4 


ョ 



ESC 



TT 



2 



q 



3 



a 



SHIFT 



4 



5 



s 



z 



B ナ 



w e 「 t 



d 



X 



6 



普-. ル 



7 



y 



8 



u 



re 




1 i，。 


ョ 


i-ip 


i in 











お 



9 



0 



{\r —も 



o 



p 



八 



Y 



h 



J] 



I c j v b 

ル ' J _ ^ 』レ 



1 



XFER 



上 



INS 



t 



n 



m 



/ 



き T 





Q 



\ ト 



W 

」 ' il, 



A 



■y ^ — -y — ' 



SHIFT 



S 



»ナ 




NFgR 



KFER 



ヒ 



ピ 



1^ 




E 



R 





Y 


U 




0,1 


i J- ！ 




- 




) — ' 
■ 




^21 



D 



C 



丄 



G 



V 



H 



B 



■ 



J 



N 



K 



し 



■ ： 



」 —― 



£ } 


hfHf 1 






1 








} — ' 




t==i 




i 






輪 






^ —— ^ 


H 



1 リ 

k 

1 



丄 



& 



s 
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【かな 入力 モー ド】 

1 > が 口 y ク 職で 人 力 し た と き 




r — A 


copy 









E&C 


！ヌ. 




ァ 


ゥ 


ェ 


才 


ャ 


ュ 


B 


1 ヮ 


ホ 


へ 










レ J 












r 4 




hr—\ 









" — ^ 


r-2 
^ 


111 


■ 1-4 


15 













,1 


/ ^ 


I& 


1 r-o 







r . '• .に: : '.. I 



SWIFT 



い 



y 



サ 

ャ : i' _ 

カナ 6WH WfEfl 
- ~~ ^ 



ソ 



ヒ 



コ 



、 



モ 



ネ 



ル 



メ 



□ 



xr 「n 



」 



SHIFT 



日日 



チ 一 、 ' 



」 



ソ 



2 , [； カナつ が ロック 状態で [shift] を 押し下げて 入力した とき 



1^ -j 





1 12 . 


C3 




f'5 
k 


に 


(•7 


IS 

\ 




l'， ひ 1 





NFEfi 




ヲ 



r 



at 



J] 



XfEB 



—I 



SHIFT 



| INS | 


HI 







r - 



a* 



一— 



，ド 



― 



4 jr ャ y- 



ベ 



」」 



注意 小文字がない キ一 （上の i おで 空 ri のキ 
* — ) は、 大文字が 入力され ます。 
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セント アップ W 3i 



ノヾソ コンの 基本 操作 



リセットに よる 再起動 




)fc は MS-DOS で'|^¥^3 
ウー 7。D モ^おう. 





外 nt:. ソ レポ タン》 神し だ？ い. ） 



■ *" ， 、■ ？ 丄 "* 、ゝ ■ m a - 

： にも',： ./y も'？ ' し 

つ 





フロリ tf —干; f スゥ？ 

入 iK たま ま 7 OK 




ひとつの 作業が 終わって 別の 作業 を 始める 
ときな ど、 バソコ ンを 起^し^ さなければ な 
ら ない ことがあ り ます。 

M えば、 Disk BASIC での プログラム Bfl 発 
を 終 わ り 、 次に MS-DOS 上で 動作 する ヮ 一 フ 
口 を使レ 、たいとき は パソコン を 起觔 し 直さな 
ければ なり ません。 

パソコン を 起 K しぼす に は、 いったん^ 源 
を 切っても う 1 度 を 人れ ると いう 方法が 
あります & しかし、 もっと 筒 単で しか パゾ 
コン にあ ま り 負担 を かけない 方法が あ ります, 
この 方法 を r リセ ッ ト」 と 呼び、 本体 正而の 
ゾ r: 下に ある 斑 色の リセ ッ ト ボタ ンを 便い ます - 

リセット は、 別の ソ 7 トウ ユア を 使う とき 
の ほかに、 プロ ダラムが ^して キーボード 
か ら の 入 力 な ど を まったく 受け付け な v 、 と き 
にも 行います。 

リセット を 行う と、 パソコン は 敢 源 を 人れ 
た ぼ 後と 同じ 状態になります。 このと き、 そ 
れ まで メモリ に 記憶され ていた データ はすべ 
て 失われます。 必要な デ一タ は、 リセ ッ トの 
I1U ： こ フロッピ一 ディスク など に 保む し て お し 、 
て く ださい。 

源 を 入れて メ 《ソ コンを 起動す る ときには 
必ず フロッ ピー ディ スクを 抜いて 行います が、 
リセ ッ ト を 行う と きに は フロッ ピー ディ ス ク 
を 入れた ままで も 構いません。 

リセット を 行う に は、 リセット ポタン を静 
かに 押します。 2—3 秒 問^って 指 を 離す と、 
パソコンが リセ ッ ト されます。 
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電源を切る 前の 注意 



パソコンでの 作業が 終わったら、 次の 点 を 
瞎か めてから 最後に' t 源 を 切り ます。 

プログラム は 終了して います か 

必ず プロ グラム を 正常 に 終 了 させて か ら ^ 
源 を 切って ください。 

必要 な デ一 タは 保存し ました か 

メモリ 上の データ は 屯 源 を 切る と 消えて し 
まいます。 必要の ある データ は フロッピ一 
ディスク などに 保^して おきます。 

ドライ ブ 装置な どの 動作 は 終わ つ て いま すか 

フ 口 ッ ピ一 ディ ス ク や/、一 ド デ ィ ス ク な ど 
の ディ スク アクセス ランプが 点灯して いな 
いこと を fffi かめて く ださい。 ― 

フロッ ピー ディスク は 抜き ま した か 

源 を 切る 前に 必ず フロッ ピー ディスク を 



抜いて < ださい。 

ハー ド ディスク はり トラ クト しま した か 

ハードディスク を 使って いる 場合 は、 術幣 

や 振動に よ る 故^ を&小 限に する ために 
「リ トラ クト」 という 作槳が 必要です。 
トラ クト は一 般に 次の 方法で 行います。 

[Disk BASIC] CLOSE 义の爽 行 
【MS-DOS】 f^B を 押す 

c PC-286VF-H20/H40 に 内蔵して いる ハ 
一 ド ディ スク ドライブに は 「 才ー ト リ 
トラ クト 機能」 が搭 蛾され ています。 
« 源スィ ツチ を オフに したと きに 自動 
的に リ トラク トが 行われる ため、 リ ト 
ラ ク ト のた めの 操作 をす る 必要が あ 、) 
ません。 ただし、 外部に ハード デ イス 
ク ドライブ を接弒 している 場合な どに 
は 上記の 方法で リ トラ クト を 行って く 
ださい。 



リ ^ 



主 
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作業の 終了 



電源の オフ 



フロッピー ディ ス ク を 抜 くな ど の^; ながで 
きたら、 バソコ ン やぬ 辺 装置の^ 源 を 切リま 

す 

7 ひ 

v£iS を^る « 恭は次 の とおり です rt 



隱ヾソ コ ン 本体 
© 周辺 装お 

パソコンの ^源 を 切る に は、 ^源 スィッチ 

を 力 チッと 音が す る ま で 押 し 込みます。 
バソコ ンの 電源; が 切れる ttB; 源 表示 ラ ンプ 

が 消えます。 必ず^ 源 表ポラ ンプが ffi えた こ 
と を 確かめて く ださい。 

パソコンの ^源 を^って もま だ 安心 して は 
いけません。 次に また パソコン を 快適に 使う 
ために、 次の ような 処 お をして ください。 

フロッ ピ一 ディスク をし まいます 

フロッ ピ一 ディ スクは 必ず エンベロープに 
人れ て しまって おきましょう。 

辺 装 匿の ス イッチ を 確かめ ま す 

接統 している 周辺機器の 范源 を 切 り ま す。 
チヱ ッ クリスト のよう な もの を 作って 貼つ 
てお く と よいで しょ う。 

説明 害な ど を 片付けます 

使った^ 明 香 や^ 稿な ど は 元の 位置に 戻 し 
ます。 次に 使う 人が 说明蒈 を 見つけられす 
に 大騒ぎす るよう な ことがない ように、 き 
ちんと^ 理 してお きま しょう。 



長期 間 使用 しないと き は、 電源を切る 

だけでなく、 お 源 コンセントから fit 源 
ケーブル を 拔 いてお きます。 




，― lWt 



」 






お セットアップ あ 



PC-286VF 



ソフトウェア 




ソフトウエア 編 を ご！: になる 前に、 セット 

アップ 編 を 見て 装 遛 を 勋 かすた めの を し 
てくだ さい。 



ソフトウエア 編で は、 PC-286VF で 使 flj す 
るソフ トウ エアの 基本的な 使い方 を 説^し ま 

す。 

ソフトウェア 編で 取り上げる ソフトウェア 
は、 PC，286VF に 添付 さ きている B き薛 Dfek 
BASIC と、 オプションの 口 本 語 MS-DOS で 
す。 日本語 Disk BASIC を 使って プロ ダラム 
を 作って みたい 人 は r Disk BASICj、 ヮ一プ 
口 や データベース など MS-DOS 上で 16 力く ァ 
プリ ケーシ ヨン ソフト を 使いたい 人 は 「MS- 
DOS」 の项 をご锭 ください。 



r Disk BASICj の 項で は、 最初に fl 本 
Disk BASIC について 最低 限 知 つ てお きたい 
こと を説啊 しています。 さらに 指定 位^ への 
文' f: のま 示、 ゆ 蘭 への W 角^の 描 则な どの 機 
能 を 使って 簡単な プロ ダラム を 作り、 これ を 
实行 します。 この プロ ダラム は ゲーム 感覚で 
キーの 入力 を 練 する プ d ダラムです。 キ一 

入力の 練習に 利用して ください。 また、 プロ 
ダラムの 宾行ゃ 修正の 方法に ついても^ 明 し 

ています。 



r MS-DOS」 の 項で は、 MS DOS 上で 勅 作す 
る ワープロ や データベース などの アプリ ケー 

シ ヨン ソフト を 使う ために 必要な MS-DOS 
の 基本的な 使い方 を 説明して います。 アプリ 
ケ一シ ヨン ソフト の^ 明 書 といつ し よ に 読む 
と、 より 快適に アプリケーション ソフト を 使 
うこと がで きます。 



ソフトウェア 編 は、 使用す る ソフトウェア 
の 説明 嘗と いっしょ にご 繫 くださ レ 、 
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Disk BASIC 



Disk BASlCtlt? 




Disk BASIC の 「BASIC」 と は、 Beginner's 
All-purpose Symbolic Instruction Code の， ft 
で、 日本語に IR せば 「初心者 向きの 多目的に 
使える 記号で表した 命令 語」 となります。 

BASIC は もともと アメリカ で * れた コ ン 
ピュ一 タ S 語の ため、 命令 はすべ て 英^が x 
h なって いま す。 

では、 BAS!C とはいつ たい 何 をす る ものな 
のでし よ う。 バソコ ンは 0 と 1 の^り である 
機械お と 呼ばれ る g 葉で ない と 现 解で きませ 
ん。 しかし、 0 と 1 だけが * ん で t 、 て も 入 ^ 
に はそう 简^ には埋 解で きません。 そこで、 
入 1W が # 段 使って いる 言葉に 近い ほ楚を 使つ 
て パソコン に 命令 を りえ る お 法が 考 えられ ま 
した。 その 方法の ひとつが BASICUiS です。 
BASICS^ は、 簡単な 英3吾 を ％ に 作られた 命 
令 を 機械お に 翻^して、 パソコンが 现解 でき 
るよう にします。 

パソ コ ン は、 BASIC 言語に よ つ て 機械お に 
親 訳された 命 会に 従って、 (麵 i に 文字 や 絵 を 

^ポ したり 複雑な 計算 を 行います。 また、 外 
部の 装 お と デ一タ を やり取り する こと もで き 
ます。 

BASIC は 「初心 行 向きの…」 という 名前の 
とおり、 比較的 初心者に も な じみ やすい 言語 
の ひとつです。 简^ な プロ ダラム を 作って み 
るのに は 手頃な ソフト ゥヱァ です。 しかし、 
BASIC は 人 HI! がみえ た 命令 を 機械^に 翻訳 
しながら 実行 し ている ので、 ffi; 速な 现が' X： 
求され る もの に は 向 きません。 ま た T な; 尺 
面、 现に 対する 制限 も 多く、 本格的に プロ 
ダラム を 作 る の に は 向 かない 面 も ありま す。 
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では、 r Disk j の 部分に は ど んな 意味が あ る 
のでし よ う か。 

BASIC は、 もともと フロッピ一 ディスク を 
使う こと を 考えて 作られた もので は あ り ませ 
ん。 BASIC はフ 口' y ピー ディスクな どの 装お 
を 制 鉀 する ための 「OSj ではなく、 プロ ダラ 
ムを 作る ための 「言語 j だからです。 

プロ ダラム を 作る ための BASIC 言語に， フ 
口 ッ ピー ディ スク ゃハ一 ド ディ スク などの デ 
ィ ス ク に 対 IS でき る 機能 を 付け加えた も のが 
Disk BASIC です。 つま り HDiskj の 部分に 
は， フロッピーディスク や ハードディスクに 
H f ふす る 機能が- ) いている、 ヒ いう な 味が あ 
り ます。 

Disk BASIC では、 作った プログラム をフ 
口 ッ ビー ディ ス ク に 保存 したり、 フロッ ピー 
ディ スク h の データ を 読む こ と もで きます。 
もちろん、 フロッピーディスクに デ一 タを保 
存 する こと もで きます。 また、 フ。 ログ ラムの 
，|， から フロッ ピ一 ディ スクに 保存され ている 
別の プロ ダラム を 呼び出す こと もで きます の 

で、 プロ ダラムの 巾に たくさんの 機能 を 盛り 
込む ことができ ます。 

また、 II 本,^ Disk BASIC の！ I 本鼯 機能 を 
使えば、 プロ ダラムの 中で fl 本 語の メッセ一 
ジを 表示したり、 1:1 本 語で 入力した データ を 
保存して おく こと もで きます。 日本語で メッ 
セ一ジ を 表示 すれば、 メッセ 一 ジ の 内 お がわ 
か り やすくな り *4 理の 効率 ァ ッ プ につな が り 
ます。 また、 fl 本^で データ を 保存して おけ 
ば、 そのまま 住所録 ゃ名漪 など を 作る ことが 
できます。 

Disk BASIC の 機能 を一 度に すべて ffi f H す 
るの は 難しい ことです。 自分の 興味の ある も 
のから 少しずつ 党え ま しょう。 




7D'^-ty^ ハード t ィズゥ 



S 本 t き 楼^ 




(ル ゆ- ジち 



など f 




吾 5 

本 ,t 

6 干、 
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Disk BASiC 



Disk BAS/C の 起動 




な 卞^ み 書れ きぶよ 引 . 

有^す 3 (ス やし ォ- カオお いう） 




ンス t6 ^ス々 ヌ 力,、 ト 



Disk BASI じ を 使える ように^ frfij する、 つ 
まり Disk BASIC を 起動す るに は、 まず Disk 
BASIC の システム ディスク' を 川 しな けれ 
ばな リ ません。 ハ" ノコ ンに添 付され ていた H 
本龉 Disk BASIC の システム ディスク を 用意 
してく ださい。 

システム ディスクの 川; f; がで きたら、 次に 

パソコンのお 源 を 人れ ます。 戴凇を 入れる と 
きに は、 「't 源の オン j (23 ページ） を 参照し 
てくだ さい。 

バソコ ンの 電源 が 入ったら、 用 意した Disk 
BASIC の システム ディスク を フロッピ一 デ 
イス ク ドライブに セットし ます。 システム デ 
イス クは、 ドライブ 1 (上 侧のフ d ツピ一 デ 
イス ク ドライブ） に セットし ます。 システム 
ディスク をセツ ト するとき はゾ フロッ ピー デ 
イス クの セットと 取り出し」 （24 ページ》 を 参 
M して く ださい。 

パソコンが システム ディ スク から 必要な 情 

報 を 统み取 る と 、 画 に 次の メッセージ を 表 

小し ま ^ o 



Disk version 

How many files i (0-15) 



2 行' I;! の 「How many files ? (0-15)j とい 

うの は， プログラムの^: 行中に [^時に いくつ 
の ファイル をォ 一プ ン する 必要が あ る か をた 
ずね ています。 

BASIC では 外部の 装^な どと データ を や 
り 取 り すると き、 相 HM をフ アイ ルと して 扱 
つてい ます。 ファイルに デ一タ を 送った リフ 
アイ ルの データ を 読み取る に は、 最初に ファ 
ィ ルのデ 一 タ を^み^ きで きる よう に 準備 し 
なければ なりません。 ファイルの データ を 読 
み; 1 i : きで きる ようにす る こと を r ファイル を 
オープン する j といい ます。 BASIC では、 
OPEN 文 を 使って ファイル を オープン しま 
す。 このと き Ri] 時に いくつかの ファイル をォ 
—プン してお いて、 ある ファイルから デ一タ 
を 読み取 り 別の フ アイ ル にだ き 込む、 という 
こ と がで き ます。 r How many files ？ (0-l5)j 

という 3C 問に 対して、 指定で きる 値 は 0〜15 の 
整数です。 

W も 入力 しないで HT) だけ を 押す と、 自 
©』 的に パソコンに 接続され ている フ d ッ ピー 

ディスク ドライブと ハー ド ディスク ドライブ 
の。 数の おり' の S が桁定 さ れ ま す。 
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同時に ォ ― ブ ン できる フ T ィルの 数 を 人 力 

した 後の ID 力作 は、 ハードディスク を 使って い 
るか どうかに よって^い ます。 

ハ一 ド ディ スク ドライブ を侦 つてい る塌介 
は、 統 いて 次の メッセ一 ジを 表示し ます。 

( User 〗dent け ier f 

ここで は、 いまこの バソコ ンを 使って いる 
K を 覊 分け るた めの ユーザー 翻 名 を 入力し 
ます。 ュ一 ザ一 識 S!l 名 は、 アルファべ ッ トま 
たは 数字で 始まる 3 文卞 までの 义卞 列です。 

ハー ドディ ス クに はた く さんの データが 保 
{/， で きる の で、 何人 か で 1 つの ハ一ド ディ ス 

クを する ことがあります。 このよう なと 
さ、 ほかの 入に フア < ルを 消されて しまった 
り 轡き 換え られて しまう 危険性が あ り ま す。 
そこで、 ひとつひとつの ファイルに、 誰. 力-ザ ャ 
つた フ アイ ルかを 示す ュ一 ザ ^ を y 、m 
してお きます。 ハードディスクに 保 # されて 
いる ファイルの 内 容を 読んだり 書き換え るた 

めに は、 その ファイルに a 録 されて いる ユー 
ザ一 船リ 名と 同じ ユーザ一 鏃剁 入力し な 
ければ な り ま せん。 キャッシュ カー ドの睹 ぼ 

冊と |Ti】 じ ときえれば わかりやすいで しょ う。 



ただし、 ユーザ一 ^名の^でも r 999j とい 

う ュ一 ザ一 鏃別お だけ は 特別な な 味 を 持って 
います。 この ユーザー 名 を 便って 保存 さ 
れた ファイル は、 どんな ユーザ一 識別 名を侬 
つていても ^ んだり « おする ことができます。 
何 人 か で 共通で 使 う プ ログ ラムな ど は、 この 
ュ一 ザ一 aw 名で 保^して おく とよいで しょ 

何も 人力し ないで Q3 だけ を 押す と、 ュ 

—ザ一 識別お は 「UUCli (スペースが 3 つ） 

になり ます。 
ハ一 ド ディ スクを 使って いないと き は 同時 

に オープン できる フ 7' ィ ルの数 を 入力 し 終わ 

ると、 また ハードディスク を 使って いると き 
は M 時に オープン できる ファ ィルの 数と ュ一 

ザー潞 S リ名を 入力 し 終わる と Disk BASIC が 
起動 します。 Disk BASIC が 起 勦す る と 、 画面 
に は Disk BASrc の バー ジョ ンゃュ 一ザ ーェ 
り ァの大 きさ を 表示し ます。 & 後に r OKj と 
^示されれば， Disk BASIC が ユーザ一 から 
の 命令 を 受け付けられます。 

Disk BASIC では、 ひとつの^ 现が 終わる 
と r OK」 と 表示し ます。 「OKj と 表示され た 
ら 次の 命令 を キー ボ一 ド から 入力す る ことが 
できます。 
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デ： r スクの バックアップ 



II 本 SDisk BASIC を 起 ilij/ したら、 ま ず^ 
+ 刀に システム ディ スク と ュ一テ ィ リ ティ ディ 
ス ク の メ 、'ツ クァ ツ ブを取 ります。 ディスクの 
バックアップ は、 ュ一 ティリ ティ ディスクの 
中に ある ユー ティ リ ティ プロ ダラム 
r BMENUj を 使って 行います j 
ディスクの バックアップ を 取る に は、 ノ、' ッ 

ク アップ 元 （ゆ: 本） の ディスクと バック アツ 
プ HI の フロッピーディスクが 必要です。 原本 

の ディスク は、 ^つて データ を 壊して しまわ 
ないよう ライ トプ ロテク ト 状態 （「データ を 守 
るた めに」 21 ページ 参照） にして おきます。 
また バックアップ 川の フロッ ピー ディ スクは 
2HD タ イブの もの を 2 枚 Jf} 意 します。 ノ ぐ ，/ ク 
アップ 用の フロッピ一 ディスク は、 できれば 
新しい もの を 川, なして ください。 いままで 使 
つていた もの を 使う 場合 は、 消 して はいけ な 
い データが 入って いない こと を 十分に 確かめ 
てくだ さい。 また， き 込みお 止に なって いる 
場 会 は 寄き 込み 禁止 を 解除して く ださい。 
これらの 準備が できたら、 次の 手順に 従つ 

て バックアップ を 取り ます。 
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注意 すでに データが 保存され ている フロッ 
ピ一 ディ スクに データ を バック アツ フ。 
すると、 —ハート, ヒ一デ f ス ク 卜, の デ 一 
タ はすべ て 消えて しまいます。 使 ffl す 
るフロ ヅ ピー ディ スクに 必要な データ 

が 保存され ていない こと を 確かめて か 
らバ ック アップ を 行って く ださい。 

© ドライブ 1 に ュ一テ イリ ティ ディスク をセ 

ッ ト し、 RUN "BMENU" と 入力して [^H 
を 押します。 

ュ 一ティ リ ティ プログラムが 起動して、 上 
のよう な メニュー 画面 （メイン メニュー） を 
お'" し ま す. 

ま ず， ュ一テ ィ リ ティ ディスク のバ '，/ ク ァ 
ッフ。 を 取ります。 メニューの 中の r ディスク 
バックアップ」 を; S びます。 

©ュ 一ティ り ティ プ o グラム が 起^ し た め: 後 
は、 カーソルが 「ディスク バックアップ」 
の 位置に あります。 そのまま を 押 し 
ます。 

次に バックアップ を 取る フロツ ピー ディ ス 
ク の檷類 と， フロツ ピ一デ イス ク がセ ッ ト さ 
§ ている ドライブ 番号 を 指定 し ま す。 



SASI'C UTILITY 



Ver K.xx 



フォーマット 
ファイル コ ビー 

ハードディスク • メ^テナンス 

S 本 s き 入力 稱能 メンテナンス 
JLr-*f- フォン. ト • ズ ンテ ナン ス 

f£ お ハード コ ビー' オート スタート^^: 
メニュー 終了 （BASIC に戾 ります） 





に M ズ 
■. 










TO 


N0= 











關 H 固圖 



12345678 9 



ォ w す i レ 



？ 5^7^ —タ 

"'"^ J ， 





i^m^} 70 ツビ-千； r スケ^ 

お^な 子 力 バほ 巧？ ^ いち、 
Ct ？ ^t^^l^S '■， 




r FR0M」 の ドライ ブ S りに 1 と 入力し ま 

す， フロッ ビー ディ スクの 糨類は 21 ID でよ 

いので、 そのまま を 押します。 
「T0 」 の K ライプ^り， に 2 と 人 力 します。 フ 

口 y ピー ディ スクの 毺類は 2HD でよ いの 



で \ そのまま を 押します。 

函而 に は、 次の よ う に 物理 フォー マ '/ 卜 を 
す る か どうか を 確認す る メッセ一 ジ が^ 示 さ 



物理 フォー マツ ト 



すでに Disk BASIC で フォー マツ ト されて 
いる フロッ ビー デ イス ク をバッ ク アツ プ HJ に 
^うとき は、 物 现フォ 一マット をす る 必要が 
ありません。 しかし、 ここで は 必ず 物 现フ才 
一 マツ ト を 行って く ださい。 



の 位 股 



L^J を 押して、 力一 ソル を 
に 移します。 
@ ドライブ 2 (下侧 のフ 口 ッ ピー デ ィ ス ク ド 
ラ ィ ブ） に/ く ッ ク ァ ッ プ用 に 恥な した フ n? 
ッ ピ一 ディ スクを 神人し ます。 

© dX) を 押して ^现 を 開 te します。 



^ 面に 処理 中の トラック 番号 を 表示し なが 

ら バックアップ を 行います。 バックアップが 
終了す ると、 ブザ一 が^り 「処理 終了」 とま 
示します。 

ドライ ブ 2 にセ ッ ト されて いた フロ y ピ一 
ディスクに、 ュ一 ティリ ティ ティ スク の/む ソ 

ク ァ ッ プが Jf えれ ました。 [ f リ 様に システム ディ 

ス ク のバ y ク ァ ッ プも取 1 ま す。 



©|j ^を 押す と、 物理 フォーマット をす る 
かどう か 確認す るお ijife に屎 ります。 この 状 
！きで ドライブ 1 に システム ディスク 1 ドラ 
イブ 2 に バックアップ 用に 月^ ffi したもう ] 
枚の フ d ッ ピ一 ディ スクを セットし ます。 

1 (3 ] を 押 して カー ゾ ル を 「要」 の f に 



移し、 d'sO を 押します. 



2 枚の デ< スク のバッ ク アップ を 取り 終わ 
つたら、 次の T 顺で ユー テ イリ ティ プロ ダラ 

ムを終 r します。 

© ドライブ 1 に ュ一テ ィ リ ティ ディ ス クをセ 

ット し、 fij^n を 押します。 

メ ィ ンメ ニュ— の 刚 Ifjj に は \) ま す 



[_9 1 を 押して 力一 ソル を 「メニュー 終了 

(bask: に戾 ります）」 の 位 a に 移します < 
©C^3 を 押します。 

^本の ディスク は 大^に 保^し、 ^段の 作 
^に はい ま 作った バッ ク アップ ディ スクを 使 
います。 バ ック アツ プデ イス クに は、 何の デ 
ィズク かわか るよう な 名 mj を ぶ' いた ラ ベル を 
貼って おきます。 
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データ デ^ X クの 作成 

Disk BASIC で 作成 し た プロ グラム な ど を 
フ d ッ ピー ディ スクに 保存す るた めに、 Disk 
BASIC のデ一 タ が 保存で きる ように フォー 
マツ ト を した デ一 タディ スクを 川: なします。 

r フォー マツ ト j について は、 22 ページ を 参 
照して ください。 





注意 すでに デー タ が 保存 されて いる フロッ 
ピー ディスク を フォー マツ ト すると、 
フロッ ピ 一ディ スク 上の データ はすべ 
て; i'i えてし まいます。 使用す るフロ y 

ピー ディスク に 必要 な データ が 保存 さ 

れ ていない こ と を かめてから フォー 
マット を 行って く ださい。 



ュ一 ティリ ティ ディスク 段 は ^ ページ 
でバッ ク ァ ッ プを 取った デ イス クを 使います。 
^本 は 保管して おきましょう） と データ ディ 

スク }リ に フロッピ一 ディスク （2DD または 2 
HD) を 〗 枚 用^します。 

© ドライブ 1 にュ一 ティ リ ティ ディスク をセ 

ッ ト し、 RUN"BMENU" と 入力 して L_£j 
を 押します。 

前 ぺー ジ のよう な メニュー tW| 面が 表示 さ i L 

ます。 この 中の 「フォーマット」 を il びます。 

©CO を 押して、 力一 ソル を r フォー マツ 
ト」 に 合わせて を 押します。 



Pi 面 に は、 次 のよう な サブメニュー が 表 示 
されます。 



r 「 1 データ ディスク 作成 ： 

2 システム ディスク 作成 
3 ディスク コード コピー 

@ カーソル は 「データ ディスクの 作成」 の 位 

置に ぁリ ますので そのまま ^3 を 押し ま 
す。 

0 r T0j の ドライ ブ * ゆに 2 を 人力し、 デ イス 

クの ffi 類 を邋ん で を 押します。 
© ドライブ 2 に データ ディスク H! に Ifjfi: し た 
フロッピ一 ディスク をセッ ト しま す。 

© (LB を 拝 し て 処 现を附 始 し ま す。 

雨 面に 処瑰 中の トラ ッ ク 番号 を 表示し なが 
ら フォーマット を 行います。 フォーマットが 
終丫 すると ブザー が^ o 、 「処理 終了 」 と M A< 

します。 ドライブ 2 にセ， /ト した ディスク は 

データ ディスクと して 使います。 
ラベルに 「r>isk bask: データ ディ スク 」 と 

^いて 貼って おき ましよ う。 
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文字と 数字の 表示 



PRINT 100 
:ロ100 : 





こ ひ 空 6 ぼ？ ィ ナス (つ？ 
； す J たか ひもな f す 



PRINT 100- 

-100 
OK 




BASIC の 命令の ひ と つに PRINT 文と いう 
命令が あ リ ます。 この PRINT 文 は、 H 面に 文 
字 や 数字 を 表示す るた めの 命令で、 簡単な 計 
算の 結お もお^で きます。 

^えば、 次のように 入力して ください。 



PRIINTD-ABC" と 入お して 1 ^ I を 押し 

ます。 

H 面に 1 "ABC j と 表示して、 次の 行に 1 "OKj 
と 表示し ます。 

PRINT "ABC 11 
ABC 
OK 

これ は、 r ABCj という 文字 を排 Mi に 表ポ し 
なさい、 という 命令です。 「 ABC 」 の ^後の ダ 
ブルク ォーテ イシ ヨン に ) は 表示され ませ 
ん。 ダ ブルク ォー ティ シ ョ ンは 文字列 を ffl む 
ためのお 号な ので、 函 面に は 表示され ません 

では 次に、 数字 をお 小して みましょう。 



pRiNTrnoD と 人力 してし *j \ を きギ します, 



画 画に 「100」 と 表示され ます < 



PRINT 100 



OK 

ところが、 「100」 の 前に 1 文字 分の 空白が 

あります。 この 空 fl は， ft の数卞 を^ 示す る 
ときに マイナス （一） を 表示す るた めに 空い 
ている 空白です。 正の 数字 を 表示 するとき に 
は、 マイナスが 表示され る 場所 は 空白に なり 



ます。 



こやって みまし よ う 



► PRIMTLJTD0-200 と 入力 して し」 〕 を 押 し 

ます。 

一 國, ■■■ ■ 

PRINT 1 00-200 



OK 

PRINT 文で は r 100- 200. 
る こと もで きます。 



という 計算 をす 



PRINT 文 を 利 用 すれば、 画 而 にて お \ M' の 
処？！ を 示す メ ッ セージ や 実行の 結果な ど を 表 
示で きます。 
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フ 口 ツ ピ 一ディ スクに データ を 保な す る と 
き、 ある データの かたまり を 1 つの 「フ アイ 
ル」 として 保// します。 ひとつひとつの ファ 
ィルに は 名前 (ファイル 名) が 付いています。 

フ 口 -y ピー ディ ス ク の屮 に どん なデ一 タ ゃプ 
ログ ラムが 入って いるか は、 この ファイルお 
である 程度 確認で きます。 

► FILES と 人力し て を 押 します。 

画面 に、 ドライブ 1 に セットされ ている フ 
口 ッ ピ一 ディ スクに 保^され ている 7 アイ ル 
の ファイル X を 表示し ます。 Disk BASIC で' 
极 う フ r ィ ル の % m は、 6 文字 ま での r フ ァ 
ィル 名」 と 3 XY- ま での 「フ アイ ル名 拡張 子 j 
で 構成され ています。 通常 ファイル 名 拡張 子 
は、 ファイルの f'li 類 を 区別す るた めに 使い ま 
す。 プロ ダラム を 保存した フ アイ ル に は 

「BASj、 データ を 保れ した ファイルに は 
「DAT」 などの ファイル 名 拡張 子 を 付ける と 
わか リ やすいで しょ う。 

しかし、 ファイル 名と ファイル 名 拡 張 了の 
間に 厳密な 区別が ある わけで はあり ません。 
フ t ィ ル 名 が 6 文字で は 足 り ない と 思 つたら、 
9 文字まで 使って ファイルの 名前 を 付けて h 
構いません。 



： に に ： カフ '■ ィ 'し おと ファイル ^ま 
子 を^ わせて ファイル お と 呼ん でい ます。 

FILES 文で は、 フ アイ ル名 拡^ 子 を 含んだ 
ファイル 名の ほかに、 ファイルの 種 如 と 大き 
さ を 表示して います。 

フ アイ ルの 机 (類 は、 フ ァ ィ ル名 と フ マ ィ ル 
名 拡^ 了' を る 文'?: で^して います。 この 
ぼ 切リ 文卞に は 空 f ョ、 ピリオドし )、 アスク 
リスク （*) の: が あり ます。 



区切 ！ ファイル 名 


ファイル 内容 


空 ^ 


アスキー 
ファイス レ 


， SAVE 文に、 ，A をつ け 
て 保存した ファイル 

• OPEN 文で 保存した 
フ アイ/ レ 




バイナリ 
ファイル 


• BASIC の プロ グラム 
の一 般的な 保存 形式 




機械; IS 
ソ r ィ つ 


* BS AVE 文で 保存した 
ファイス レ 



ファイルの 大きさ は、 ファイル 名の 右に ク 

ラスタ ^位で 表示 します。 
クラスタ は フロッピ一 ディスク に 保^ さ れ 

ている ファイルの！ ; 祖 をす る 単位で、 使用し 
ている フロ ッ ピー デ イス ク の に よって 大 
きさが 違います さ 



U ンフ トウ:! 









FOD0 


1 

(械碰 ） 


FILE S 






f ILES2 


HDD 


3 






また、 ドライブ 2 ( 卜' 側の フロッピー ディ ス 
ク ドライ ブ） にセ ッ ト した フ ロッ ピ 一ディ ス 
クゃ ハー ドデ ィ X ク に 保存 されて いる ファ ィ 
ルのフ アイ ル 名 を表ポ す る に は、 FILES 圍 I 
と 人力 して を 押します。 

ここで FILES の 後ろに 付けた r 2 j は ディ 
ス ク 装 S の ドライ ブ番 せです。 ドライ フ お ふ 
というの は、 フロッピ一 ディスク ドライブ を 
ば 別す るた めの S りです。 フ 口 ッ ビ一 ディ ス 
ク ドライブ ゃハ一 ド ディ スク ドライ ブの l fi 
1 台に は、 1 から 順番に ドライブ 番号が 付お 
ています。 ドライブ^'' ； を？ T 咯 したと き は、 
自 誰に ド ライブ 1 を 指定 した ことにな リ ま 

す。 ドライブ 1 以外の ドライ プ^ iK を 使う と 
き は、 必ず ド ラ ィ ブ 番号 を 桁^し なければ な 
リ ません。 



【则 

フ O y ピー デ イス クトラ イブ 2 台と ハ一 ドデ 

ィ スクを 1 f r 使 つ て レ 、る 場 介の ドライ ブ 番号 



フロッピー テ V スク ドライブ 


ハードディスク 
ドライブ 


1 


2 


1 


2 


3 



【例】 

フロツ ピー デ ィ ス ク ド ラ ィ ブ 〖 か ら^ば リ J し て 

作成した プロ ダラム を ABCDE. BAS とレ、 う 
7 アイ ル 名で ト，， ライブ 2 のデ一 タ ディスクに 
保存す る 場合 

SAVE "2 ： ABCDE. BAS" 



7 口々 e 5 - 

T イス ク f ライフ 

(FQO) 




7 ロッ t ^干 イス ウド 7 ィフ 



(FDD) A 



/い!^ スゥ 

ドライ 7" 
(MPD) 



1 



に— ！ 
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プログラム 作成の 基本 



ぬん一 




き i 卞 ) 



AO 
ヽ O 




e うしきお 

しナ ざレ、 



鲁 C め〒 二々 し* 

V© 




t® 



4 



t ① 




カ^^ぐ^ ない 




小秦 ま^ 内^ 小 ま *3 

そ ひ 



BASIC の ^ 、 ろ レ 、 ろ な 機能 を 使って & 现 を 
むうた めに は 「プロ ダラム 」 が 必要です。 プ 
口 ダラムと は、 どんな 情報 を どのよう にして 
to 理す るか を 承した 手順 蒈 のよ うな ものです。 

BASIC では パソ コ ンに 対する ^ 现の 最小 
#位 を 「文」 と 呼びます。 文に は 実行 文と 非 

： お 行义の がぁリ ます c 'お 行义 は、 f )m 
に 何 か 処理 を 行う こ と を 指示す る ものです。 
これに 対して 非寓 行文 は、 プ 口 グラムの 注釈 
を 付け た り ブ 口 ダラム の屮で 他 う デ一 タ をお 
おする ような もの をい います。 
プログラム は 行 番号が 付けられた 「行」 か 

ら 構成され ています。 行 番号 は プログラムの 
实行 順序 を 示す ものです。 特別な 命令に よ る 
食行頫 序の 指^がない 限り 行 番号の 小さい も 

のか ら 现が 行われます。 

1 つの 行に は コロン に） で る ことに 
よって いくつもの 文 を統 けて 指ポで きます。 
ただし、 1 行の: R さ は 255 文字 以内で なければ 
なりません。 1 つの 行に 2 つ 以上の 文 を 寄く 
こと を 「マルチ ステートメント」 と 呼びます。 



BASIC のフ 口 ダラ ムソ） 中で « う ti な ffi (こ: ま.， 

^敉と 変数が あります。 定数 や 変数 は、 m/t: 
あるいは g 葉 を 表す 情報です。 プログラムの 
-m / 屮 に 情報の 内容が 変わ らな いもの を 「定 
数」、 変わる もの を r 変数」 といい ます。 そし 
て、 変数に は 「変数 名」 という 名前 を忖 けて 
^ います。 

定数 や 変数の 中には、 数値 を裹す ものと 文 
字 を 表す ものが あります。 さらに ScW を 表す 

:i£ &ゃ 変 数 の 中 に は、 极 える 数 M の範 1ぉ や 有 

効 桁 数に よって 整 'm&M^krn, 怙 ^ 
度 * 数 型の ものが あ リ ます。 
扱う 情報の 種類に よってお ち 適した 定数 ま 



たは 変数 を 使って ください。 




数値の 範囲 


有効 珩数 


蒙 数 型 


'な 

CM 

て- 

【、 

1 


整数 


^お: 


-1.70141 X 10 3S 
- 1. 70141 X 10 3S 


7 桁 


倍精度 
实数型 


： -1.701411834604692 

xio 3S 
〜 1.701411834604692 
x 10 33 


16 桁 



^ ソ 7 トク エア 说 



プログラム を 入力し 始める^ に、 すでに メ 
モ リ 上に プロ ダラムが 記録され ていない かど 

う か を 確かめます。 メ モ リ上に プロ グラムが 

記録され ている かどう か は LIST 文で 確認で 
きます。 

► LIST と 入力 して を 4¥ します & 

© 面が 下の ようになれば、 メモリ にに プロ 
ダラム は^ » されて いません。 すぐに プ ログ 
ラム を 入力す る ことができます。 



LIST 
OK 

こ の ほか に いろいろ な 文字が 表示 される よ 
うで あれば、 何かプ d ダラムが;! ヒ 録 されて い 
ます。 次のようにし てこの プログラム を if j J; 

しま、 O 

►new と 人力 して czn を： w します。 



^備 がで きたら、 いよいよ プログラム を 入 

力 し ま す。 




プログラム を 入力す るに は、 行 番号と 行の 

内^ (文） をセッ トで 人力し ます。 行 fTf ゆに 

けて 1 え 卞以 にの スへ一 スを 入力し、 その 

後ろに 义を 入力 します。 1 つの 行に 2 つ 以上 
の 文 を 入力 するとき は、 文と 文の 区切 り に コ 

ロン （ ： ） を 入力し ます。 
プロ ダラム 巾の アルファベット は、 小文字 

で 入力 しても すべて 大文卞 にして メ モ リ に 記 
銶 されます。 ただし、 ダブル クオ 一 ティ ショ 
ン (") で 囲んで 文字列と して 极ぅ 文字 は、 小 
文字で 入力 した も の は 小文字の ま ま 記録され 
ます 

1 行の 人力が 終わったら、 ^後に 必ず r^~i 
を 押します。 

〔ZD を 押し 忘れる と、 せっかく 人力した ブ 
口 ダラムが メモリ に 記録され ません。 

も し 入力 した ブロ ダラムに miffi い を 兄つ け 
たら、 カーソル キ 一 を 使つ て 問違 いの ある 場 

所に 力一 ソ ル を 移動 し ま す。 瞧、 、 を 修 E す 
る リバぶ は、 人き く 分けて 次の 3 つのお 法が あ 
') ます。 



修正 方法 


修正の 内容 


？ 1 き换ぇ 


閱 違 つ た 文字 を 正し t 、文字 に 置 

き換ん る。 


間 a つた 文字の 上に カー 1 ル 
を 移動し 正しい 文字 を 入力す 


i 肖 去 


お, 『「 な义 7 を; n すつ 


消したい 文字の 右に 力一 ソル 

を 移勖し f BS ] または | DEL | 
を 押す。 


W 入 


行の 途中に 文字 を 神 入す る。 


文 卞を抑 人したい 位 il に カー 
ソル を 移動し 〔 INS ) を 押す。 

絞いて 神人したい 文字 を 入力 
す «o 



このい ず れ かの 方法で プ 口 ダラム を 修: it し 

たと きも、 1 つの 行 の修 il i が 終 わったら 必 ず 



L^J を 押します。 力一 ゾルは 行の 途中に あ 
つても かまいません。 
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プログラムの 設計 



こで は、 簡^な プロ ダラム を 作りながら、 

プロ ダラムの 設計 力 法 や BASIC のい く つか 

の 機能に ついて 勉強し ます。 
^際に プロ ダラム を 入力す る 前に は、 どの 

よ う な プログラム を 作る か 叶 W を 立てる 必要 
があります。 プログラム を設; 汁 するとき に 人 
切な こ と は 次の 2 点です。 

扱う データの 設定 

1 つ は、 极ぅデ 一タの 種類です。 プロ ダラ 
ムの 実行に 必要な デ一タ を 整理し、 データ 
の f【ft を 決め る 力ま や、 そ のデ一 タを 使って 
； K める 情報な ど を 設定し ます。 データに は， 
义卞 を^す もの と 数値 を ^す も のが あ り ま 
す。 また^ 値 を 表す データの 中には、 餒数 
や、 単精度 実数 型、 倍精度 実数 型の 3 つの 
型が あります。 ほかの 数値と 計算 をす る必 
要の あ る データ は、 数値の ヂ一タ として 扱 

いよ i o 

処理の 手順 

も う 1 つ は^？ E の 手順です。 どのような 手 

Wi でデー タ を 処现 し、 どのよう な 条件の と 
きに どの^ 现 をす るか を 決めます。 できれ 
ば 右の 図の ような もの （これ を 「フ ローチ 
ャ一 ト』 といい ます） を 利用 するとよ いで 
しょつ。 

^ 现の 丁- «i を 決める ときに ポィ ント となる 
のか'、 现の 分岐です。 それまでに 入力 さ 

れ た デー タ や 計 算 によって ヶ え ら れ た デー 
タを 元に 条件 判断 を 行い、 乙 の 場合 は こ の 
^现、 そうでな いとき は こちら の ^卵.、 と 
いうよう に 次に 行う to 理を 決めます。 ^现 

の 分岐 を 指示 するとき は、 GOTO 义、 
GOSUB 文 、 IF 〜 TI 画 〜 ELSE 文 など を 
使います。 また、 同じ 処理 を縝り 返し 行う 
ときには FOR~TO〜NEXT 文な ど を 使 
います。 



ス タ 



卜 



变 数の 


初 期 化 






> 


MOJI の fi 


皇 を敉定 



ラ 



80 回 未満 



100 文字 未満 




間遑 

ま た は 

押してい なし 





100 文字 


得点の 表示 







終わり 
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これから 作る サン ブル プログラム は、 ゲー 
ム感党 で ゆ llflj に JI 承 さ れ る 文字 を すばやく 探 
して 入力 するとい う ものです。 

ま ず 最初に ど ん なデ一 タを侦 う のか S 现 し 

てみ ま し よ ) o 
この プロ ダラムで は、 SL 数 を 使って 表示す 

る 文字 を 決めます。 表示す る 文字の 文字 コー 
ト' を 「MOJIj という 整数 型の 数 変数に 設定 

します。 as; というの は、 次々 とむ ちゃくち 

やに 数字が 現れる ものです。 SL 数 を 使えば、 

ik に ど ん な 文 字が 表示され るか を ザ-測 で き ま 
せん。 ただし、 あまりむ ちゃくち やな 文字が 
お 小され てんめ I るので、 次の 計^^ を 使って 

アル 7 アベ ッ ト の 大文字 だけ を 表示す るよう 

にし ま も。 

M0JJ = JNT(RND(1) ^26)+65 

RND(l) は 0 以上 ] ぶ満の し 数 を 発^す る 
関数です。 また、 INT というの は 数値の 小数 
部 分 を 切り捨てる 関数です。 この 式に よって 
表ポ される 文字の 文字 コー ド は 65(A) 
〜90(Z) にな り ます。 

また、 どれく らい 止 しい 文字 を 逨く柙 した 



か を 示す ために r TOKUj と r TEN」 という 
2 つの 変数 を 使います。 「TEN j に は その 文字 

を どれ だけ 速 く 押 し たかを ポす 得点 を 代入 し、 
「丁 OKU」 に は 得点の 累計 を 代入し ます。 
このほかに、 いま 何 文字 H の 文字 を 丧示 し 

ている か をお] るた めに r KAI」 という 変数 を 

使います。 この 変数 は、 1 つの 文字 を 表ボす 

る たびに 1 增 える ようにし ま 1^ 
次に ブ o ダラムの 流れです が， おの ページ 

のフ 口， チヤ一 ト を 参照して く ださい e 
まず 最初に 表示す る 文字の 文字 コー ドを決 

め ま す。 次 に 指定 の 文 字 を Pi 面 に 繰 り 返し 漏 
示します。 この 問に 何 か 文字が 入力され ると、 
そ の 文字 が^ ポ されて いる 文字と 一致す る か 
を 調べます。 文字が ー钦 すると、 そのと きに 

与えられて いるお 力： r TENj を 「TOKU」 に 

加えて * の 文字 を 表示す る &现に 移 り ま す。 

全部で 100h，l 文字 を 表示す る と 、 合計 得点 を 

表示して プログラム を 終了し ます。 

この プロ ダラムで は、 表示して いる 文字と 

入力 した 文字が 一致す るか ど う かで^ 现の分 
岐を 行います p それともう ひとつ、 文字の 丧 
示 问 数 が 1 00 回 に な つ た か ど う か で 分岐 を 行 
ゥ ています。 
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指定 位置への 文字の 表示 




画面に 文, 響 を 表示す るに は PRINT 文 
を 使いました。 しかし、 これ だけで は 思った 

場所に 文字 を 表示で きません。 文字 を 表示 § 

る 場所 を 指 定 する に は LOCATE 义を 使い ま 

す。 

LOCATE 文で は、 W 而の 左上の 隅 を （0，0) 
とした^ 榴を 使って、 文字 を 表 小す る^ 所 を 
次の; 1? 式で 榴定 します。 

し 〖は】 LOCATE [コ桁 位 K， 行 feH 

桁 位置 は W 面の 左端 か ら お に 数 え て 何 文字 
I I か、 行 位置 は 闘 面の一 番. ヒ か ら ドに 数えて 
何 行 目 か を 表す ものです。 ただし、 幽而 のお 

端が 0 Hi\ ■* I . の 行が 0 行で あ る ことに & 
ff; してく ださい。 
幽面 に^ ポ できる 文字の 桁 数 や 行数 は、 ゆ' | 

ば ii の^ ポモ ード によって 逾 います。 シス テ ム 
を 初期設定 (通常お 買い求めいた だいた^ 

のま まの 状態) で 使って いる 場合 は、 贿 25 
行の 文字 を 表示で きます。 

また、 PRINT 文の 使いお として^ 式 ゃダ 
ブルクす ーテ イシ ヨン に） で M ん だ义卞 を 
表ポす る 方法が あ リ ま し たが、 文字の コ ― ド 
を 使って 文字 を^^す る 方法 もあります。 文 
字の コ一 ドを 使って 文字 を 表示す るに は、 



CHR$ という 閱^ を 使います。 この 間数と 
PRINT 文 を 組み合せて 使う ヒ、 指定した 文 
ネコ一 ドを 持つ 文字 を 表示で きます。 

【書式】 PRINTOCHRS (文字コード） 

文字コードに は o 〜 255 の 整 数 を mz でき ま 
すが、 中 に は 文 字 では な く 赚 など を m 御 を 

する ために 使われて いる コ一 ドも あり ます。 
アルファべ ッ トの 大文字に は、 お〜 90 の 整数 
が 文字 コードと し て 割 リ 当 てられて います。 
次に、 画面に 表示され ている 文字と 入力し 
た 文字が一 致す るか どうか を 調べ る ために、 
キー ボ一 ド から 入力 した 文字 を^べ なければ 
なりません。 キーボードから 入力した 文字 を 
«べ るに は ヒ いう 1ぉ 数 を 使います, 
通常 INKEY$1 次の よ う なき 式で 使い ま 
す。 

【書式】 A$=INKEY$ 

上の ようにす ると、 キ 一ボードから 人力 さ 
れた 文字が 文字 変数 A$ に 代人され ます。 こ 
の A $ と 隱 面に 表示 している 文字 を丄ヒ ベれば、 
人 }) さ れた 文字が 正 しいか どうか を 調べ ら れ 
ます。 
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10 TOKU=0:TEM=0:KAI=0:CLS 
20 H0JI=INT(RND(l)*26)+65 
30 FOR 1=0 TO 80 
40 TEN^50-I 

50 LOCATE I, 10: PRINT CHR$(MOJI ) ; : FOR J=0 TO 200: NEXT J 
60 A$=INKEY$ 

70 IF A$=CHR$(MOJI) THEN GOTO 90 
80 NEXT I 

90 T0KU=T0KU+TEN:KAI=KAI+1 
100 IF KAI^lOO THEN GOTO 110 ELSE GOTO 20 
110 CLS: LOCATE 10,5:PRINT TOKU 
120 END 



上記の プ o グラム を 入力 してく ださい。 
この プロ ダラム では 、 条 #■ 判断 を するとき 
に という 文 を 使って います。 



70 IF A$ = CHR$(MOJl) THEN GOTO 90 

」 



正しい と き 



正し く ない とき は 次の 行 を 実行 



IF KA!=100 THEN GOTO 110 ELSE GOTO 20 

丁 - 



正しい とき 
一正し く ない と き 



また、 処理の 繰り返しに FOR〜TO 
NEXT 文 を 使って います。 

30 FOR 1 = 0 TO 60 -1 を 1 つず っ增ゃ し 

て 80 になる まで 繰 
り 返す 

4D TEN = 50H 回数に よって TEN 

の 値 変わ る 

90 NEXT I ここ まて' の処 i 里 を 

緣リ 返す 




この プログラムに ついても う 少し 説明して 

みま しょう。 

10 行で は、 プロ ダラムの 屮で 使う 變敉の ム i 
初の 值 を 決めて か ら 麵の i i l j 去 を 行 つてい ま 
す。 

40 行で は、 正しい 文字が 入力され たと きに 
与え られる 得点 を 決めて います。 文字が 50 桁 
目 に 表示 さ れるま でに 正 しい 文字 を 入力 すれ 
ば 得点 は^えます が、 これより^ くなる と 減 

" h 1 、 u v, よ | つ 

50 行の 後半で は、 FOR〜TO〜NEXT 文に 
よ つ て 文字 を 表示す るス ピ一 ド を 調整して い 

よも。 

70 行で、 入力され た 文字が 画而に 表示され 
ている 文字と 一致す るか ど う か を 調べて いま 
す。 一致 すれば 得点 を 加 笾 して、 次の 文字 を 
表示し 始めます。 

100 行で はい ままでに 表示した 文字の 文字 
&を 調べて います。 100 文字 表示して いれば、 
それまでの 得点 を 表示して プログラム を 終 f 
します。 



ソフトウェア m si 



角 形の 描画 



10 TOKU=0 ： TEN=0 ； KAI =0 ： CLS 3： SCREEN 0, 0 

15 UHE(0'50)-(407，120),1,BP:LIWS(408,50)- (639，120),2,BF 
20 M0JI=INT(RND(l)*26)+65 
30 FOR 1=0 TO 80 
40 TEN 二 50-1 

50 LOCATE I t 10:PRI NT CHR$(H0JI ) ; ;P0R J 二 0 TO 200:BEXT J 
60 A$^INKEY$ 

70 IF A$=CHR$(M0JI) THEN GOTO 90 
80 NEXT I 

90 T0KU=T0KU+KEK:KAI=KAI+1 

圍 LOCATE 20,4: PRINT USING "トク テン +»## テ ゾ： TOKU 
92 LOCATS 2Q t 5:PRIHT USING " MXO 國 M fl :KAI 
100 IF KAI=100 THEN GOTO 國 ELSE GOTO 20 

110 CLS LOCATE 10,5:PRINT USING w ? チタ パク テン ハ +i#t# jQ^TOKU 
120 END 



いま 入力した プログラム だけで も ム4 終 的 な 
議点 だけ は 表示され ます。 しかし、 現在の 得 
人 や ゲ―ム の 進み 只ィト も xn りたい とこ ろ です。 

現在の 得点な ど は LOCATE 文 と PRINT 文 
を 他えば 好きな 場所に 表示で きます。 しかし 
こ の ムはで は 、 むに (など を 示し 始める 場所 
し か 決め られ ません。 つまり、 な ど の 桁 
数に よって 1 の 位、 10 の 位な ど を 表示す る 位 
おが^ わって しまいます。 

数 航 の お ^ 位 置 を 揃 え る た め に は、 
PRINT USING 文 を 使います。 PRINT 
USI 文 では、 文 'チ: や の 表示 形式 を 指^ 
す る ■〖;: 式 X'f- n を 使って、 文 字 や 数値 を 決 ま 
つた 形式で ぶポ します。 

この プログラム では、 ,せ 式 文字列と して シ 
ャ一プ （#) と 加箨 記号 （+ ) を 使って いま 
す。 シャープの 数 は 表示す る 数値の 桁 数 を 示 
し、 その 中に 数値 を 右詰めで 表示し ます。 負 
の 数 を 表示す る ときには、 加算 記号の 位 匱に 
マイナス （一） を 表示し ます。 

さらに、 正しい 文字 を 入力した ときに 得点 
が 加 点 される か 減点 される か がわ かるよう に 



叫 ^ 形 を 描いて みま しょう。 

^^形 は、 LINE 文 を 使って 描きます。 

UNE 文 は 「Bj という パラメータ を 付ける こ 
とに よって 叫^ 形 を 描く ことができます。 ま 

た r BFj という パラメータ を 付け る と 四 角 形 

JfiS いた あと その 中 を 塗りつぶします。 

I LINE (?d,yl) - (x2,y2) ，據画 色， BF 

(x1,yl) と （x2,y2) は、 図形な どの位 霾を指 
おする^^ です。 h のせ 式で は、 この 2 点 を 
対角と する 四角 形 を 描き、 その 中 を ^ り つぶ 
します。 

m 形な どの位 置 を 指定す る^^ と 蝌而 1: の 
位 ffi の闢係 は、 SCREEN 文な どの 設^に よつ 
て 変化 します。 詳しく は 日 本 fgDfek BASIC 
の マニュアル を 参! おして く ださい。 

PRINT USING と LINE という 2 つの 文 を 

使って、 プログラム を 上の ように j£l 加して く 
ださい。 

( ド 線の あ る 部分 を 入力し ます。》 



52 ソフトウェア m 



Disk BASIC 



プログラムの 実行 

プログラムが 人力で きたら、 さっそく^ 行 

してみ ま しょう。 
プ o ダラム を あむす る に は RUN 文 を 使い 

ます。 

しかし、 その 前に プロ ダラム を * 行す るた 
めの ゅ：備 が 必要です。 この プロ ダラムで はァ 
ルフ アベ ッ トの 大文字 だけ を 使います ので、 

(caps] と を * の 状態に します。 
(gaps) …口 ッ ク状態 

(押し込まれた 状態） 

[カナ ) …解除 状態 

(押し込まれ ていない 状態） 



も し 上の よ う な 状態に なって いないと き は、 
[^または を 押して 上の 状態に して 

ください。 

この 2 つの キ一 の 状態 を 設定したら、 プロ 
ダラム を^むし ます。 



RUN と 入/ J してし」 1 を 押します。 



面の 左 か ら アルファべ ッ ト を 表示 します 
のて 1 お^して いる アルファべ' y 卜の キー を 
押 します。 正しい キ一 を 押す と 得点 を 加点 （ ま 
た は 減点） して 次の アル フ ァ ベット を ぉポ し 
ます。 いつまでも 止しい キー を 押せない と、 

I'fA: t; ，あ され て; k の 义卞 を^ 小 し て し ま t ' 
ます。 できるだけ キーボード を 見ないで 練 
してみ て く ださい。 
プログラムが 終了す ると、 娘 後に あなたの 

得点 を 表示 します。 得点が プラ ス であれば ま 
ずまず でしよ う。 

もう 一 したいと き は、 やはり RUN 义 
を 実行し ます」 



ソフト ゥだァ 稱 53 



簡単な デバッグ 方法 




RUN 〔コ〕 と 人力しても プロ ダラム が途 
中で 止って しまった 人 はいません 力、。 これ は、 
プログラム の 一部 に 間 i£ いが あ る か ら です。 

ここで は、 プロ ダラムの^ 逾ぃを 直す 方法 を 

mm し ま す。 
まず、 プロ ダラムが 止って しまった ときに 

M 示される メ ッ セージ をよ く 兄て ください。 

特に 行 番号 をし つかりと 覚えて おいてく だ さ 
い。 この 行に ^逆い が ある 可能性が あり ます。 

まず、 |'% おに ブロ ダラム を します。 



また、 プロ ダラムに 問邋 いがない 場 介で も、 
1^1 じょうに して ブ。 口 ダラムの 内容 を 変 おす る 

こ と がで きます。 プ !□ ダラ ムの 変更の 例 をい 

く つか 挙げてみ ま しょう。 

速す ぎて ついてい けない とき は 

文字 を 表示す るス ピー ドが 速す ぎる とき は、 

50 行 の FOR〜TO〜NEXT X の 数 舰 を 変 )E 
します。 現在 は FOR J = 0 TO 200 になって 
レ 、 ま す 力 《 、 こ の 200 という 敉航を 大きく する 
と もう 少し ゆつ く リ と 文字 を 表示し ます。 



LIST と 入力して L^l) を 押します。 

画面に プログラムの リスト を 表示し ます。 
圃面に 表示 している リストと この マ 二 ュ アル 
の リスト を 比べて、 間邋 つてい る 場所 を 直し 
ます。 特に、 プログラム がえ つたと きに 表示 
した 行に は 注意して く ださい。 

プロ ダラム を ^す ガ法 は、 「ブ ログ ラ ム 作成 

の 基本」 (46 ページ） を 参照して ください。 プ 
ログ ラム を Dt したら、 必ず [^3 を 押す こと 
を 忘れないで ください。 



メ ッ セージ を 漢字で 表示す るに は 

「トク テン」 や 「カイ スゥ」 などの 文字 は m 

字 を 使う とよ り わか り やす くな リま す。 

BASIC の 中 で澳字 を 入力す る ゾ /法 につい 
て は、 「曰 本 語 Disk BASIC ユーザー ズマニ 
ュ アル j を 参照して ください。 

四角形の 色 を 変える に は 

15 行 にある LINE 文の 描画 色 を 表す 数字 を 
変える と、 ^角 形の 色が 変わります。 しか 
し、 する 色に よって は^^し ている 文 
字が 見に くくな り ますので 注意して く ださ 



54 ソフトウエア m 



Disk BASIC 



いま {も， た プロ^う" 




S^v£ ^2： SAMPLE, と 入 ャぃ 




プログラムの 保存 



プロ ダラ ム がで きたら 残して おき たいの が 

入 m です。 BASIC で 作った プログラム は、 

BASIC で フ ォ一 マツ ト した フロッ ピ 一ディ 
ス ク に 保存 します。 「デー タ ディスク の 作成」 
(42 ぺー ジ ） で 作成 した フロッ ピ一 ディ ス ク 
を 用意して ください。 

では、 いま 作った プログラム を SAMPLE, 
BAS という ファイル 名で フロッ ピー ディ ス 
クに保 伴し ましよ う。 

O ドライブ 2 に データ ディ スクを セットし ま 

す。 

SAVE "2： SAMPLE. BAS" と 人力して 
f^l を 押します。 

SAVE 文はメ モ リ 上に ある プロ グラム をフ 
o y ビー デ イス ク に 保存す る ための 命^^です。 
次の A 式で 使います。 

[ E 'i : A] SAVE ファイル 指定 子 

SAVE 文 を 実行す ると、 フロッピー デ イス 
ク ドライブの アクセス ラ ンプが 点滅 して フロ 
ッ ピ一 ディ スクに プログラム を 保^し ます。 
プロ ダラム が 保お で き た か ど う か は FILES 
文で 確かめる ことができます。 

逆に、 フロッピ一 ディスクに 保存され てい 
る プログラム を メモリ におみ 込む に は LOAD 
文 を 使い ま す。 LOAD 文 は 次の 書式で 使い ま 

す。 

【liK^】 LOAD ファイル 指定 子 

ファイル 指定 子に は、 プログラムの フ アイ 
ルの ドライ ブ 番号 とフ アイ ル名を 指定 し ま す。 
桁ました ファイルに 保存され ている プロ ダラ 
ムを メモリに 読み込む と、 それまで メモリ 上 
にあつ たブ 口 ダラム は自 励 的 にが」; されます。 
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アプリケーション ソフトと MS-DOS 



ァプ り ケーシ ヨン ソフトと は、 ある 決まつ 
た 仕事 をす るた めに 作られた プログラム のこ 
と をい い、 门分の II 的に あった アプリ ケージ 
ヨン ソフト を侦 えば すぐに バソ コ ンを 有効に 
使う こ とがで きます。 

ただし、 一般の アプリケーション ソフト は 
パソコン を 起^ させる 機能 や ハー ドウ ユア を 
直接 制御 し た り 管理す る 機能 を 持 つ てい ま せ 

ん。 （「シ ズ テム ディスクと は？」 18 ぺ一 ジ参照 ） 
そのため 多く のァフ 'り ケージ ヨン ソフト は、 
OS として MS-DOS の システム を 組み 込 ん で 
(バン ドルして） 市販して います^ 
なぜ ァプ リ ケージ 3 ン ソフト の OS に MS- 
DOS が 組み 込 まれる よ う になった のか、 ァ プ 
リケ一 シ ヨン ソフト と MS-DOS の |对 係に つ 
いて 簡単に 説明し ま しょう。 

OS の ひとつと して、 欄 BASIC の 説— を 
しました。 (「Disk BASIC と は？」 36 ページ 参 

Disk BASIC は、 プロ グラム 言語の BASIC 
に 「ディスク 现 機能 j を 付加した OS のた 
め、 ディスク 管理が 十分な ものと は ほえ ませ 

/レ ： し TC^ 

こ れに対 し て MS-DOS ( ま 、 最 初 か らデ イス 
ク がつ いている コンピュータ 向けに 開発され 
た OS です ので、 そ の？; : 现 能 力 は Disk BASIC 
と は 比べ ものに ならない ほ ど 高 いもので し た。 

よ り 俊れ た OS 卜. で^かす こ とに よって ァ 

プリ ケーシ ヨン ゾフ ト側の 負 fei を 少なく する 

ために、 MS-DOS 上で Ji 力く アプリ ケ一シ ヨン 
ソフ 卜が 多く 山販 される ようになった わけで 

す。 

ま た 、 同 じ OS 上 で 作成 し た デ一 タ であ れ 
ば、 そのまま、 あるいは 苦 T' の 加工 をして 別 
の アプリケーション ソフト にで や HijT る 二と 
がで きる といった メリット も あり、 アプリ ケ 
—シ ヨン ソフトと MS-DOS の^ 係 は ます ま 
す 切 つても W れな いものに なって います fl 






i 塞 ぶ 

巧 「や 

一 お 一 ふ 
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つ一 プ OV7 ト 



ヮーブ 口につ いで 




ゾ 7 ト 




ァ 7 〜亇一 5 ヨン' ュ—？ V»ifV/7 ト 





れ- -ニョ 二 



ケ―ム V7 卜 




ホ' 販 のァプ リ ケージ ヨン ソフト は 膨大 な 数 
にな リ、 ひとつひとつの 说 叫 をす る こと はで 
き ません が、 い く つかの 分類に 分ける ことが 
で き ま す。 

アプリ ケ一 ジョン ソフ トの分 如^ をい くつ 
か あげてみ ま しょう。 

ヮ一プ ロソフ ト 

ワープロ は、 文章 を 作る ための アプリ ケー 
シ ヨン ソフト です。 ワープロ は、 入力 した 

文な を 決まった 宵^に 整え、 文章の 中の 文 



づ國- 



：の大 きさ を 変えたり、 F 線 や 網 掛け な 



どの 修飾 をす る こ と がで きます 

データベース ソフ ト 

データベース は 大 撳 の データ を^ 现 して 
職 してお く ための ァプ リ ケ 一 シ ョ ン ゾ フ 
ト です。 データべ一 ス の^ 索 機能 を 使って 
目的の データ を 探し出したり、 ソート 機能 
を 使って デ一 タ を ある 約 M に 淀 つ て 並べ 替 
える ことができます。 また データベースに 
蓄ぉ' f した データ を 使って、 ダイ レク トメ一 
ルの 住所 を タック シールに 印刷す る こと も 
できます。 

m 務ソフ ト 

給 V，;il， や 販^^ 现 など、 ある 特定の 業種 

^務 用に 開発され た アプリ ケーシ ョ ンソ 
フ ト です。 

アプリ ケーシ ョ ン • ュ一 ティ リ ティソ フ ト 

ある ゾフ 卜に 付 譲 値 をつ けたり、 その ソ 
フトの 機能 を アツ ブ させたり、 またより 使 
いやす くさせる よう な アプリ ケーシ ヨン ソ 
フ ト です。 

ゲーム ソフ ト 

ロール プレイン グ ゲーム、 アド ベン チヤ— 

ゲー ム などい ろい ろ な 形の ゲ一 ム が あ り ま 

す。 
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MS- DOS の 起動 





ま^ MS-DOS 

^ztiS …… 





-\ "さ" 

まま 出^^お〃 




MS-DOS h で^ く アプリケーション ソフ 
トを 使う ために は、 まず^ 初に MS-DOS を 起 
！ 0 力し なければ なり ません。 

アプリケーション ソフトの 屮 に は、 MS- 
DOS がすで に 組み込まれ ている (バン ドル さ 
れ ている） ものが あります。 この場合 は、 ァ 

7 リ ケージ ヨン ソフトの システム ディスク を 
セッ 卜する だけで プログラム を 起 Ji 力して 使う 
こ とがで き ます。 

しかし、 MS-DOS が 組み込まれ ていない ァ 
プリ ケージ ヨン ソフト の トに は， MS-DOS 
の システム ディ スクを 別に H わ 3; しなく て はな 
リ ません。 MS-DOS の システム ディ スク は、 
MS-DOS の バ '/ ケージ を 別 に 購 入す るか、 
MS-DOS が 翁 【み 込まれて いる ほかの ァ プ | 
ケ一シ ヨン ソフト を 利 m します。 それぞれの 
アプリ ケ ーショ ンソフ トの^ 明 宵 を 参照して 
MS-DOS を 組み込んで ください。 



注意 MS'DOS が 組み込まれて いるか （バン 
ドルされ ている か） どうか は 購入 時お 
確かめて く ださい。 



まず、 MS-DOS の システム ディ スク または 
MS-DOS を 組 み 込 ん だ ァ プ リ ケ一シ ヨン ゾ 
フ トの システム ディ スクを 用意し ます。 

次に パソコンの 電源を入れます。 電源 を 入 
れ る ときには 1 「^^め ォ ン 」 （23 ぺー ジ ） を 
参照して ください j 

ハ' ソ コンク" lii もが 人ったら、 hi& した シス 
テ ムデ ィ スク をフロ ッ ヒ ― デ く ス ク ド ラ ィ フ' 

にセッ ト します。 起動の ための フロッピ一 デ 

イス クは、 ドライブ 1 (十-側の フロッピ一 デ 

イス ク ドライ ブ） に セットし ます。 フロ ブ ピ 

一 ディ スク をセッ 卜する とき は、 1 " フロッ ピー 

ディスクの セットと 取り fh し」 （24 ページ） を 
参照して ください。 

S3 ソ Uj^m 













l l 






ん j 



f I 





マて ゥ G ソ ，Do5> 



二 まに 7 1 チづ 二 





XX - にス ん XX 



ま/ iL* 




T^V ふ も 衣 4 ま^ 



g は 



お 



も き カ&^： 

/^U TO E^tC.SMT 



A>》 

ん .T^j 



ハソコ ンがフ 口 -y ビ 

tu 報 を 【み 取る と、 
3 ン など をボ すメ ッ セ 



ディ スク から 必 おな 

に MS'DOS のバ一 ジ 
ジを 丧 示 します。 



マイク ロソフ ト MS-DOS バー ジョ ンん xx 
Copyright xxxx, xx Microsoft Corp ゾ… 

絞いて す ぐ に アブ り ケ一シ ヨン ソフト が if 力 
き 始める^ 介と、 次のように 日付 を 表示す る 
場合が あり ます 

現在の 日付 は なな- xx- xx (X) です. 
日 ィ寸を 入力して く ださい ： 

MS-DOS では、 ファイル を フロッピ一 ディ 
スク などに 保存 するとき に、 ファイル を 保存 
した 日付 t 時刻 も いっしょに 記錄 します。 こ 
の 1 1 付 や 時刻 ほ、 フ アイ ルを管 現す る 上で 大 
W な手褂 か り にな リま すので、 表示 さ れた 1 1 
付が 間違って いる とき は I しい 日付 を 入力 し 
ましょう。 B 性 は 次の 形で 入力 しま ■ 



【13 付】 (西暦の 年)- (月 )- (日) 

例えば、 1989 年 8 H2J 日 は 「藤 8 2b と 
人力し ます。 

【lfl を 入力 したら 必ず を 押します。 
は 入力す る 必要 はあり ません Q 人力され 
た R 付から 自 麵 に 曜日 を 計算 して くれます 
1 1 付が 正 しいと き は 日付 を 入力す る 必要 は 



あり 丄 せん,. 〔 ^ ) だけ を 押して < ださいい 

曰 付に 統 いて 次の よ う に^ 布の 時刻 を 表示 
します。 

現在の 時 亥リは XX ： XX ： XX. XX です， 

時刻 を 入力して く ださい ： 

秒 は 1/100 秒 取 位で^ 示されます。 ここで も 
時刻が 正 しいと き は HJ1 だけ を 押 します。 



時 亥 ij が 問 違つ ている とき は、 次の 形で 時 亥 I！ を 

in L J i 。 
【時刻】 (時) ： ( 分）： (秒) 

時 は 24 時間表 記 (0〜23) で 人力し ます。 
時刻まで 人力 したと ころで アプリ ケ一 ショ 
ン が 励 き 始める 場合、 あるい は lW| 而 に r A > _r 
と 表示す る 場 介が あり ます。 

II if 力 的に アプリ ケ一シ ヨン ソフト が^ き 始 
める の は、 AUTOEXEC. BAT という 7 アイ 
ルの勵 きに よる ものです。 起 肺 に 使った フロ 
ツビ一 ディスクの 屮 に AUTOEXEC, BAT と 
いう フ アイ ルがぁ る と 、 MS- DOS の 起! f 加 ¥ : に 
この フ アイ ルに 指^され ている 现を 1 r いま 
す。 AUTOEXEC. BAT の 巾に ァプ リ ケーシ 
ョ ンソフ ト を 起動す るた めの コ マン ドを 指定 
してお けば、 MS-DOS を 起勒す る と 自 麵 に 
H 的の アプリ ケーシ ヨン ソフト を 起 W でき ま 
す。 
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コマ:^^ 入 カはカ亡 ま iY 小 t ゃズで O K 



AB c de 

abCDE 「― 



や 



f ム ノ ABC DE 

お % 、 ABCDEf 
f 




MS-DOS /J^IJJ して M もブロ グラムが 実 
むされなかった ときの、 F 図の よ う な 状態 < 1 
文' f: の アルファべ ツ トと 不等号 を 表示） を 1 " コ 
マンド レベル」 といい ます。 



A> 



(\ Jijjfi'j に ァフ" リケ一 シ ョンゾ フト が iOM 、 た 

とき は、 at 明 書に 従って アプリ ケ一シ ョ ンソ 
フ ト を w 常に 終 r すると 上の よ う な 状態に な 
り ます。 



コ マ ン ド レ ベル と は、 MS-DOS の コ マ ン ド 

( 命令) を 受け付け られる 状態の こと をい い、 
「コマンド 诗ち 状態」 とも 呼ばれて います。 

この 状態のと きに 入力され た コ マン ドを、 
解釈 • お 行す る プロ ダラム が 「じ OMM AND, 
COM」 です。 

COMMAND. COM は コマンド を fell す る 
ことから 「コマンド プロセッサ」 といわれて 
います。 

COMMAND, COM は、 MS-DOS 起勒 時に 

自 |カ 的に^ み 込まれ、 メモリ 上に 常駐す るの 
で コ マン ド プロ セ ッ サの 機能 を いつでも 呼び 

出す こ とがで きます。 
コマ ン ドプロ セッサ は、 入力され たつ マン 

K を 受け付けて OS の 機能 を リ I き 出 したり、 誦 
1 j したい コ マン ド を OS: 二 ii; える も の と な え 

れば よいで しょ う。 



参考 



コ マン ドレ ベルで 入力され た コ マン ド 

は COMMAND. COM がすべ て 人 义卞 
に 変換して から 実行し ます。 したがつ 
て、 コマンドの 入力 は 大文字で も 小 文 

字で も かまいません。 



コマ讣 Sfe ^冥お 巧 3 
フち ゲラ 6 

Command com 




• os め # 能ち もき 出し/ ^4 




• お干 ひ： い 

コマつ F^OS に 
f£ えま さ. 



ザ c-f/ サ 
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MS-DOS 



ファイルの 確認 



コマンド レべ 'レ^!^ にあ ふ 




OtRi 入力し 义 




CO^AND COM XXX ヌ Xx-XX-XX XX ： >0< 

— 厂 

、 'ぁ乂 っノ ■ B は ノ" 

フ门ィ' しゅ ちれ 7? イ ' し〜:^ ?f へ つ 




コマンド プロセッサ は、 それ 自体で フ アイ 
ル ^ を 表示 し た り ファイル を 別の 場所に コ ビ 
—するとい つた 機能 を 待って います。 フ アイ 
ル 名の 表示 は、 フロッピ一 ディスク などに 保 
# されて いる データ を 確かめ る ために 使い ま 
す。 

— 而？^ コ マン ドレ ベルの 状態に ある こ と を 
鎞認 してから、 次のように 操作して ください。 

DIR と 人力して を 押します。 

|l |j l[f 【 に： ム^ さ ti る ノバに フ D y ヒ ，テ' ィ 人 

クに 保存され ている フ ァ ィ ルの 7 ァ ィ ル名ゃ 
その 大きさな どです。 



COMMAND COM xkxxxk xx-xx-xx xx : xx 



拡張 子 


ファイルの 意味 


COM 
EXE 


MS-DOS 上で 動 く プログラム を 
格納した フ ァ ィル 


BAT 


ハ'' ソチ 7 アイ ル のこ と 
この フ ァ ィル にす ほ定 された コ マン 
ドを統 けて 爽行 できる 
(AUTOEXEC. BAT も バッチ フ 
ァ ィ ルのひ と つ） 



ま たァプ リケ一 シ ヨン ソフトの «|1 に は、 独 
自のフ アイ ル拡張 子 を 付 けて その アプリ ケ一 
シ ヨン ゾフ トで 使う ファイル を 区別して いる 
もの も あり ます。 

2) は ファイルの 人き さ を バイ ト単 ft で 示し 
ています。 また、 ③ と © は ファイルが 作成 さ 
れた 付 {©) 賺刻 (④) を 示して います。 



® ② （D 

(P は ファイルの 名 荊 （ファイル 名） 

MS-DOS の フ アイ ル名 は r- $ 文' f: で 8 文 字 

ま での フ マ ィ ル お と 、 3 文字 ま での フ ァ ィ ル 
お 遠 户で憐 成 さ れて います。 フ アイ ル拡 張子 
に は 特別な, S 味 を 持つ ちの が ぁリ、 ファイル 
拡張 子に よって フ アイ ルの M ほ ff を |> (別で き ま 
す。 特別な 意味 を 持つ ファイル 拡張 子に は、 
COM/EXE/BAT な どが あ り ま す。 



しかし、 ファイルの 数が 多い ヒ^ 初に 表ポ 

した フ r ィ ル はす ぐ に © 面 か ら i\H えてし まい 
ます。 ファイルが 1 つめ 画面に 表示し きれな 
いとき は、 次のように します。 



► DIR/W と 入力 して L^J を 押します。 
フ ァ ィ ルの 人き さな ど は^ 示 されません が 

1 行に 5 つず つの ファイル 名 を^ ポ します。 



n 



© で 
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テキストファイルの 表示 




TYP£ README DOC t 





^き ゆ 



〜 



TYPE 




子 キス レみ心 し ヒ 
い、、 まォ 



表 牙、？ 中 ，く Hg たい t き は… 




1 


r?—yb 卞 f$ う 

^=T>^ リ 



DIK コ マン ドで 表示した ファ ィ ルの一 紫の 
[むに README. DOC という ファイル は あ り 
ません か。 ま た は、 これに 似た フ t ィ ル 名 
(README など） はあり ません か。 もし W つ 

かったら * のよ う にして みて く ださい。 

► TYPEDREADME. DOC と 人お して 

を 押します。 

う フ ァ ィ ル ゲ, がつ いている とき は、 
README. DOC の 部分に その フ r ィ ル名 を 
人力 します。 

國 面に 何 か 文字が 表 m された はずです。 こ 

れは、 README. DOC な どの フ ァ ィ ルに 保存 
さ れ ている 文 や: です。 多 く の 場 、 README. 
DOC など という フ ァ ィル 名の ファ ィ ルに は、 
説明書に 盛り 込めなかった 補则 說 明 や、 特に 
ate し なければ な ら な t "お 意 事項な ど が き 
れ ています o ち しこの ような フ ァ ィル名 を 見 

つけたら、 丁 YPE コマンド を 便って 一 兄す る 
価値 はあり ます。 

このよう に TYPK コマ ン ドを侦 つて 保存 さ 
れ ている 文な を */八 できる ファイル を、 テキ 
ス ト フ 丫 ィルヒ i ] f 'びます。 フ アイ ル拡^ 子に 
BAT のつ いた ハ' ツチ ファ ィ ルゃ、 MSDOS の 
動作 状態 を 指定した CONFIG. SYS フ 7 ィ ル 
など も テキス トフ アイ ル です。 



しかし， これ も ^初に 表示 し た 部分 は jil【6f 
から 消えて しまいます。 テキス トフ アイ ル を 
ゆっくりと W る 方法と して、 次の ような 力' 法 
が 考えられます。 

表示 を 停止す る 

フ r ィルの 内容 を ^ポ している 途中で 

を 押し下げ たままで CU を 押す と、 表示 

が 一時停止 し ま す。 な ど を 押す と w 
び 表^ を 開始し ます。 

プリ ンタに 打ち出す 

ブ リンク の腦 を 人れ た リ 、 幌 を セット 

す る な どの ゆ備を してお きます。 次に [^1 
を 押し下げ たままで CZD を 押します。 そ 

して TYPE コマンド を 実行す ると、 フ アイ 
ルの 内^が ブ リン タ に 打ち出 さ れ ます。 も 

う 一度 [ctrl) を 押 し 下げた ま ま rvj を 押 

すと プリンタ への, 1 1'| 力 をし なく な ります。 
ワープロ など を 使う 

MS-DOS 1'. て, J く ヮ一 プロ や エディ タな 
ど は、 テキストファイル を 読み込む ことが 
できます。 ワープロで テキストファイル を 
読み込めば、 B 面に お^するな リ プリ ンタ 

に 打ち出す なり して、 ゆつ く りと 内^ を 確 
かめる ことができ ます。 



& 2 ソ 7 トウ ょァ« 



MS-DOS 



起動 ディスクと ドライブ 名 



{^H え L ま 




7ひ，' ピ— 

〒^^う ィ 7 



/ い イス 々につ ィフ 



DIRB: 

(B ドライ 7 ま^^し ま 旬 




FDD 力 S お!^ た とき, 

HDD 力 S 卷 $M た 



いままで 7 口 / ピ 一ディスク に 保存 さ れて 
いる フ アイ ルの一 覽ゃテ キス トフ アイ ルの内 
'おを^ ポ してきました が、 フロッピ一 デ イス 
クド ライブ はもう 1 台あります。 さらに ハー 
ド ディ スク など を使ゥ ズ いる 場合 も あり ます。 
b う 1 iY のフロ y ピー ディ スク ドライ ブにセ 
■/ ト された フロツ ピー ディ スクゃ ハー ド ディ 

ス クのフ 7" ィルの 一^ は どのよ う にして^^ 
した ら よ いで しょう。 

MS-DOS では. これらの 装^に それぞれお 

i を 忖 けて います。 この 名 前 を ドライ ブ名 と 

いい、 A か ら始 まる アル フ ァ ベ '，/ ト が V ラ ィ 
ブ名 になって います。 



【例】 

フロッ ピー ディ スク ドライブ 2 ff と ハー ドデ 
( スク ドライブ を] ^使って いる 場^ 



フ o ツビ ーテ' イス ク ドライブ 


ハードディスク 
ドライブ 


1 


2 


A (起動） 


B 


C 


B 


C 


A (起動) 



本 求 ファイル を衍定 する ときには、 フ アイ 

ル おといつ しょ に ド ライブお も 指定 しな けれ 

ばな りません。 しかし、 「ファイルの 確認」 （61 
ページ） や 「テキストファイル の^お」 （62 ベ 
ージ） の 操作の 中で は、 ドライブ 名 を まった 



く衍〉 どしませんでした。 これ は、 ドライブ 名 

をす しない ときには r カレント ドライブ」 
と 呼ばれる ドライ ブの 情報 を 参照す る という 
約束が あるから です。 

コ マン ドレ ベルで^ 示して いる 「A> j とい 
う の は、 aWli の 力 レ ン ト ド ラ ィ ブが A ドライ 
ブ である こ ヒ を 示して います。 

ドライ フマ, は、 1 文卞の アルファべ ッ ト と 
コロンに） で ォき お します。 例えば、 B ドライ 
ブめフ C? -y ピー ディ ス クのフ マ ィ ルを ぶす 

るに は 次の よ う にします。 

【ファイル^の一 觜 表示】 

DIRDB ： 

[README, DOC 7 ァ ィ ルの 表示】 

TYPEDB ： README, DOC 

また カレント ドライブ を 変 ffi する に は、 靳 
しく カレント ドライ ァに したい ドライブ ^を 
入力して を 押します。 



A>B ： 
B> 
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デ V スクの フォーマット 





FORMAT COM 
レリ 7P' "ピ- 



Format B: 
と 入 



A おわへ 





M と 入力し ま 寺 



2HD 



2 
1 



干'— 9 片^て まま ま 



MS-DOS に て, く アプリ ケ一シ ヨン ソ 7 

卜の データ を 保存す る に は、 フロ ッ ビー デ ィ 

ス ク など を M ふ DOS のデ一 ク が 保が できる 

ように フす一 マ ッ ト し な ： すれば な り ません。 

フロッ ピー ディ スク をフォ 一マ' y 卜する に は、 

FORMAT という コマンド を 使います。 アブ 

'.) ケ一シ リ > ゾ フ ト の 中 に は、 こ の FOK 

MAT とい ぅコ マン ドを 知らな くても フロッ 

ピ一 ディ スクを フォ一 マツ ト できる よう に、 

ュ一 ティ リ ティな どの 屮 にこの 機能 を 組み込 

んで いるもの もぁリ ます。 ュ一 ティ り ティの 
中に 「データ テソ スクの 作成 」 とか r ワーク 

ディスクの 作成」 などと いう メニューが あつ 
たら、 フロッピーディスク をフ す一 マットす 
るた めの 機能 だと 思って まず 問 i£ い あ リ ませ 
/し 

こ こ では 、 [^； « FORMAT コ マン ドを使 つ 
て フロッピ一 ディスク を フォ一 マ， ■/ 卜する お 

法 を IfiJW します。 

FORMAT コ マンド を^ 行 する に は、 フロ 
ツ ピ 一ディ ス ク に FORMAT. COM または 
FORMAT. EXE という ファイルがなければ 
なりません。 まず コマンド を 使って この 
フ ア ィ ルがぁ る かど う か を 確かめて ください & 

FORMAT. COM (FORMAT. EXE) が >i 
つかったら， 次のように フォーマット を 行い 



©FORMAT. COM が 保 iY されて い るフ 口' ノ 
ビ一 ディ スクを A ドライ ブ にセッ ト します。 

@ B ドライ ブに こ れか "フォー マツ 卜する フ 
a v ピー ディ スクを セットし ます。 

©formatdb ： と 人力して r^n を 押 し 

©任盘 の キ一 （^E3 など） を 押します。 
©フ 才 一マツ ト する フロッ ビ一 ディ ス クのタ 

イブ を 逃び ます。 2HD タイプの フロッ ビー 
ディスク を 使う とき は 2、 2DD タイプの 7 
口 ツビ一 ディスク を 使う と き は 1 と 人 力 し 

て nn を 押します。 

@ フォー マツ トが 終わったら、 N と 人力して 

rvi を 押します。 

これで B ドライ ブ にセッ ト された フロッ ピ 
—ディ スクに MS-DOS の デ一タ が 保存で き 
るよ つ にな リ ま し た。 

； 主意 す で にデ一 タ が 保存 されて いる フロ' '/ 
ピ一 ディ スクを フォーマット すると、 
フロッピーディスク にの データ はすべ 
て 消えて しまいます。 使 flj する フロ/ 
ピー ディ スクに 必要な データが 保存 さ 
れ ていない こと を贿 かめてから フ ォ 一 
マツ ト を 行って く ださい。 
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MS - DOS 



テマ ス クのノ 《ック アップ 




フロツ ピー ディスクに 保 存 されて いる デ一 

ク は 、 n 山に ノ お き An え た り 消 し た り する こと 
がで きます。 これ は 大変 便利な ことです が、 
逆に 大切な デ一 タ を間逮 つて 消 して しまう 可 
能 性 もあります。 そこで、 システム ディスク 
など 大切な データが 保存され ている フロッ ピ 
一 ディスク は、 必ず バックアップ を 取って お 

きましょう。 
フロッ ピ 一ディ スク 全体の パツ ク アップ を 

取 る に は DISKCOPY コ マン ドを 使い ま す。 
DJSKCOPY コ マン ドを^ 行す るた めに は、 
DISKCOPY. COM という フ ァ ィ ルが 必要で 
す。 DI R コ マ ン K で この ファイル が あ る か ど 
う か を 確かめて く ださい。 

注意 アプリケーション ソフトの 中には、 ハ' 
ック アップ を 取れない よ う になって い 
る ものが あります。 このような アプリ 
ケ一シ ヨン ソフト は、 あらかじめ^ 備 
の フロッ ピー ディ スクが 添付され てい 
るか、 アプリケーション ソフトの 販^ 
会社の バ •/ ク アップ サー ビ ス を 受 け る 
ようになって います。 使用す る アプリ 
ケ一 ショ ンソフ 卜の 説明 香の 指 ポに徙 
つてく ださい。 



アブり ケ一シ ヨン ゾフ トの 中には、 DISK. 
COPY コマ ン ドが 川; な されて いない もの も あ 
ります。 できれば、 MS-DOS の パプ ケ一ジ を 
別に 購入す ると よいで し よ う。 

DISKCOPY. COM が W つ か つたら、 次の よ 

うにして フロッ ピ一 ディ スク のバッ ク アップ 

を 取ります。 バックアップ を 取る ために、 コ 

ピ一 元の フロッ ピー ディ スクと M じ 形式で フ 
す 一 マツ トさ れた [ H j じ タイ プの フ 口 ッ ピ―デ 

イス クを 用意し ま 1% 

©DISKCOPY. COM が 保存 されて いる フロ 
V ピー ディ スクを A ドライブに セ V ト しま 

す。 

©DISKCOPYQA ： [JB ： と 入力して H7] 

を 押します。 
©コ ピ一 元の フロッ ピ一 ディ ス クを A ドライ 

ブ、 コピー 先の フロッピ一 ディスク を b ド 

ライブに セ ッ 卜します。 
0 任意の キ一 など） を 押します。 
©デ 一タの バックアップが 終わったら、 N と 

入力して C^l を 押します。 
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ファイルの コピー 

miSKCoPYCoM 4 ない とき 



また 【寂 一 热ひフ ？ィ I しひ バック 7"'フ1 

5" ヌ" ちい は- 




DISKCOPY. COM がな いとき や， フロッピ 
一 ディ スク 全体でな く '部の ファ ィ ルのパ ッ 
ク ァ ツ フ。 を Jk りたい とき が あ り ま す。 このよ 
う に ファイル ごとの バッ クァ ッブを 取った リ 
フ アイ ルを別 の ディ ス ク にコ ビーす るのに は 
CO PY コマ ン ド を 使います。 COPY コマンド 
は、 DIR コマ ン ドゃ TYPE コ マン ドと W じょ 
う にこの コ マン ドを' J^r する ために 特別な フ 
アイ ルは 必要 あり ません 。 

COPY コ マン ドは * の ノ;: A で 使います。 

【お:^】 COPY 口 コビ一 元の ファイル ロコ ビ 
一先の ファイル 



【 コ ピー 先の フ アイ ルの 指定 方法】 
B ： 

指& した ドライブに、 7t の ファイル 名と W 
じファ ィル 名で コ ピーし ます。 

B ： README. BUN 

ファイル を コピ一 するとき、 コピ— 光の フ 

ァ ィ ルぉ を 指定 した ファ ィ ル お に します。 
：關 

A ドライ フ' の README. DOC という フ アイ 
ルを B ドライブに コビ一 する。 
COPY README. DOC B ： 



コ ビー 元の ファイルと コ ビー 先の ファイル 

は 次の よ う に tlT お します。 

【コピー 元の フ アイ ルの 指定 例】 
A ： COMMAND. COM 

tit おした ファイル を コピーし ます。 指定す 
る ドライ ブがカ レン ト ドライブ のとき は ド 
ライブお を ？i 略で きます。 



A ドライ ブの README. DOC という フ ？ ィ 
ルを B ドライ ブに README. DAT という フ 
ァ イル^; でコ ピ一 する。 

COPY README. DOC B ： README, DAT 
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ワイルド カードと は? 



*"P スタれ 々， 



どんな i ま？ や、 ^T±t^ 



2 ま符リ 



？ = it ャ （お w ォ） 



—キき 念？ ずます. 




whhi y K V X 



共^ ーレ化 ^ひつし 心 



-hJ-L L J UUu 




7/ 飞 
ji/fj レひ 71^:1 

にフ T ゃレ 



7v^^5Esi?#^3U>^R PC 太-お 




TXT ス/先頭。何ぉ ド》 



メ 



"7 まく 



4 スト pAT X ^ X X 



DIR コ マン ドゃ COPY コ マン ドを 使う ときに 
は、 ファイル 名に ワイルド カードが 使えます。 

ワイルド カードと は、 フ y ィ ルケ, を^ 31 す 
ると きに 7 アイ ル X の fV; わ リ にな る もので、 
トランプの ジ ョ 一力一 のよ '、 な 柳き をす ると 
こ ろ か ら このよう に 呼ばれて います。 

7 ィ ルド 力一 ド の 種類 と 働 き は 次の 通 り で 

す。 

* (ァス タリ スク） 

任 お の 文字列 を 表します。 つまり、 この 部 

分 も ま どんな 文字で も、 何 文字で も よいと い 
うこと です。 
？ (疑問符） 
任^の 1 文'?: を^し ます。 1 つの？ にャ f f ! 
1 夂卞が 対) おします。 

ワイルド 力一 ドを 使う と、 ^数の ファイル 

を 一括して^ おする ことができます。 「ノ ィル 
ド 力一 ドを 効率的に 使 う ために、 フ ァ ィ ル 名 を 
ると きに 次の よ う に するとよ いでし よ う。 



共通の ファ ィ ル拡 張子 を 付け る 

アプリケーション ソフトの 屮には 

に |ガ| 有の フ アイ ル拡 張子 を 付けて、 その ァ 
プ リケ一 ショ ン ソ フ ト で极 ぅフ アイ ルを 1 メ: 

別して いるもの があります。 ファイル 拡 m 
子 を 自分で 設定で き る 場合に もこの 方法 を 
利 m して、 フ アイ ルの 分類 ごとに ファイル 
了' を 決めて おく と簡 利です。 

ファイル 名の 先頭 を 揃える 

ファイル 名 の 先^の 何 文ネ: か を 同 じに して 
おけば、 ァ ス タ " ス ク （ * > を 使って フ ァ 
ィル を一 ts で 指お できます。 

ワイルド カードの 使用例に ついては、 ュ一 
ザ一 ズ マニュアル 「応用 活川 ^」 を ごお くだ 

さい。 
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MS-DOS 
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これまで i リこ フロッ ピ一 ディ スクを 使って 

の処现 を してきました が、 フロッピ一 デ 
イス クと 同じよう にデ一 タ を 保存す る 装 ^ に 
ハードディスクが あります。 ハードディスク 
にはフ 口'/ ピー ディ スク と比べて 次の よ う な 
(^れ た 点が あ リ ます。 

大 容量 

ハー ド ディ スタに 保存で きる データの 容: ft 

は、 20MB あるいは 40MB な ど か な り 大 I な 
ものです。 2HD タイプの フロッ ピ一 ディ ス 
ク に 保存で き るデー タ は 約 1MB です ので、 
こ れ と 比べる と その 容量の 大 き さ がわ か I 
ていた だける でしよ う。 

ハ一 ド ディ スクの データ を^み ノ？ きする ス 
ピー ド は、 フロッピ一 ディスクと 比べて か 
な り 离 速です。 かな 漢字変換の ための 辞喾 
ファイル、 データベースの データファイル 

など、 フ アイ ル の 內^ を 頻繁に 参!!! i する ブ 
口 ダラム を 使う ときな ど は、 ハード ディ ス 
ク を 使う とよいで しょう。 

分割 利用 

フロッピーディスク では、 MS-DOS でフ ォ 
—マ'/ ト した フロッ ピー デ ザ ス ク に は 
MS-DOS のフ ァ ィ ル、 Disk BASIC でフ ォ 
—マツ ト した フロン ピ一 ディ スクに は 
Disk BASIC の ファイル しか 保存で きませ 
ん。 しかし ハードディスクの 場合 は、 1 台 
の ハー ド ディ スクの 中に いく つかの OS の 
データ を 保存す る K 域 を 作る ことができ ま 
す。 例えば、 ハードディスクの 半分 を MS- 
DOS で、 残りの 半分 を Disk BASIC で 使う、 
という ことができます。 



ハードディスクの 利用 





MS-DOS 



ノ 、一 ドテ V スクの フォーマット 



ハ- P 亍 イス々 全 ゅ聲 き 有. ) 

洳5|7 ォ -?, ト 





レ ：! 



， ま -， お if み、？ "ル 



、つお 



諭 理^-み ト 



着工^ f? ォ- マ-ふ 
攀^? |フす リ' ふ 

J 乙に お a^^a^K ひ、 i 

MS-DOS は 

、釋ぉ —マ 'ふな 




20MB まミ' 
to MB ま" 

ハイ 子介 スゥ 





ハ一 ド ディ スクに データ を 保存す るに は、 
フロッ ピ一 ディ スク と同じように フォー マツ 
ト をし なければ なりません。 し 力 & し、 フロ y 
ピー ディスク のように 筒 取に はいきません。 
ハードディスク を フォーマットす るに は、 物 
^フ ォ 一 マ ットと ^フ ォ 一マ ヅ ト という 2 
つの 段階 を 踏まなければ なり ません。 

物理 フォー マツ ト 

物瑰フ ォ —マ ッ ト は、 使用す る OS に^ 係な 

く ハー ド ディ スク 全体の 準備 を蹩 えます。 

物 项 フォー マツ トは、 L 台の ハード デ イス 
ク に対して 1 M だけ 行います。 



また、 論珊 フォーマットに は楞準 フォー マ 
，ノ ト とお;！^ フ ォ 一 マ ■/ ト という 2 極 類の フ ォ 
一 マツ ト 方法が あ リ ます。 i : , に 標^ フ す 一 マ 
y ト は 20MB まで、 ffi'jg- フ ォ一 マツ ト は 20MB 
を 越える ハー ド ディ スク をフォ 一 マツ 卜する 
と きの 方法です。 

ァプ リ ケーシ 3 ン ソフト に 組み込ま れ てい 
る MS-DOS は 標準 フォ 一マ'：/ トの 機能し か 
持って いません。 楞擎 フォー マツ ト では 20 
MB までの ハ一 ド ディ スク しか 使えません の 
で、 40MB の ハ一ド ディスク を 使う に は MS- 
DOS のノ 、に ッケ一 ジを ）川 に 購 入す る 必要 が あ 
り ます。 



論理 フォー マツ ト 

論现 フォー マツ ト では、 ハードディスクの 
屮の どこから どこまで を どの OS で 使う か 
を 設定し ます。 さらに、 それぞれの OS のデ 
一 タ^ 理を する ため に 必要 な悄報 を^ き 込 
みます。 ^现 フォーマット は、 ハ一ド ディ 
スクが 物 观 フォー マツ ト されて いなければ 
実行で きません。 論理 フォー マツ トは、 OS 
の 領域 1 つに 対して 1 M 行います。 



MS-DOS で ハー ド ディ スクを フォー マツ 
トす るに は FORMAT/H という コ マン ド を 
使います。 この コマ ン ドの メニューの 巾で 「装 
；;' しお J 期 化」 が 物 fn! フォーマット、 「SHM 確保 j 
が論现 フ ォ 一マ 卜 に 当た り ま す。 

ハ一 ド ディスク をフォ 一マツ ト する 力 法に 
ついては、 する ソフトウェアの 説明 蒈を 
参照して ください ま 

また ユーザ一 ズ マニュアルの 応 用 活 川 編 

r ^ 1 な ハードウェア」 も あわせて ごお く 
ださい。 
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ここで は、 パソコン を 使うた めに 知って あ 

き た l 、 m お を アル フ ァ ベ ッ ト 順— 五十音順に 
並 ベて あります。 



1 

： } 

：5 
■〖 

：> 

V 

ひ 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 



23 
24 
25 
26 

27 



16 皿 
S0386SX 

ASCII (アスキー） 

BASIC (ベーシック） 

CPU 

CRT 

KSC/P 

ESC/P ス— パー 機能 

E^C/Page 

JIS コード 

KH (キロ バイ ト》 

し CD 

MB (メか ハイ ト） 
MS-DOS (ェム エス ドス》 
OS (ォー エス） 
OS/2 (ォ一 エス':/ —) 
RAM 

RAM デ イス ク 
ROM 

RS-232C (アール エス 二 サン 二 シ一） 
VRAM 

アプリ ケ一シ ヨン ソフト 

ィー エス シ一ピ 一- > (?) ESC/P 

ィ一 エス シー ページ ラ （9) ESC/Fage 

ェム エス ドス ^(14)MS.DOS 

ォ— エス >U5)OS 

ォ一 エス ツー — OS/2 

オペ レー ティ ンダ システム —（15>0S 

力一 ソ 欄 

拡張 ボ— ド 

キー ボー ド 

機械お 

キロ バイ トバ ii)KB 

ャ ャ'' ノン ュ デ イス ク 



28, クラスタ 

29, コ マン ド 

ジス コ一 ド ぺ コード 

30, 寅算 プロセッサ 
31， セクタ 

32 + ソフトウエア 

33. ディスク 

34， ディレクトリ 

35， デ バイ ス 

36， デ バイ ス ドラ ィバ 

37、 デバッグ 

38. K v ト 
39， トラック 

40， ハー ドウ ヱァ 

41, ハー ド ディ スク 

42, バイ ト 
43' ビッ ト 

44, フ ア ン クシ リン キ一 

45, プ、） ンタ 

4o， フロ 一チャート 

47, プログラム 

48, ブロ ダラム や 

49, フロッ ピ一 ディ ス ク 

50, フロントエンド ' フ 。口 セ ッ サ 
ベ一 シッ ク— （4) BASIC 

51, マウス 

メガ バイ ト —（13) MB 

52, メモリ 
53 ( モデム 
54， リセ ッ卜 

リ トラ クト 
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16 進数 



コ ン ピュー タの 内部で は 2_llSc (0 と J の 
み） で愤 報の！ ^现を 行って います。 この 怙 
報 を 2 進 数で^ すと、 たとえば 下^の よう 
に とても S い 桁 精 取 り 极 うこと に な り ィく 
便です。 そこで を 効率的にま^ する 
ひ と つ の J 段と して 16 進 as が 使 わ れ てい ま 

16:1 数で は 4 ビツ 卜の 情報 を 1 tff の 数と し 
て 扱います。 したがって、 16 進 & の^^に 
は ^ = 16 偶 の 数 字 が 必 要に なり、 0 — 9 と 
10〜15に対ぉする八〜ドを^ぃます。 



10 進 玖 


2 進数 


1 SM & 


0 




0 


1 




1 


2 




2 


3 




3 


4 




' 4 


5 


00000101 


I 5 


6 




6 


7 


00000111 


7 


8 




B 


9 


I 00001001 


9 


10 


00001010 


A 


11 


oimri lull 


H 


12 


00001100 


0 


13 


00001 101 


D 


14 


000(111 JO 


E ！ 


15 


00001111 


F 


16 


oooioooo 


10 



例えば、 コ ン ピュー タの 010U010 という tf*f 
m:t、 ,,Ah また： なビ - ム し、 h や & 

H は 5A が 16 逾数 である こ と を 表して いま 
す。 



0101 1010 — 5Ah 



2 3 xi+2 2 xo+2'xi-f2°xo 
= 10=A 

2 3 xO+2 2 xi+2，xo+2 0 xl 
=5 



2 80386SX 



i:i J SON IH; シ リ ， 《な ビ で 細 1 し て 
v 、 る 80386 と 同 じょう に 32 ビ ットま での デ 
—タ を 一度に 现 する こ と がで きる CPU 
(屮央 処现 装 K》 の ひとつです。 内部の 機 
m は 80386 と [司， です が、 CPU 外部 との 窓 
口 (バス) は 80386 より 狭くな つてい ます。 



3 ASCII (アスキー） 



American Standard Code ior Inrorma- 
tkm Interchange の 略で、 ANSI (米 hHl^f^ 
き) が 情報 を 交換す るた めに 決めた コ一 

ド です。 

アル フ アベ ッ ト （A〜Z， a 〜力、 数字 
(0-9), 記 ゆ 十， 一， 八 & など） の 1 
バイト 文 寧、 l^^fi の コード を 定めて いま 
す。 





0101 1010 



f 

5 



f 

A 



という ひ t す 



」 

( 



il BASIC (ベーシック） 



6 CRT 



Beginner ，お All-purpose Symbolic In- 
struction ^pde の 略で、 代表的な プロ ダラ ミ 
ンダ おの ひとつです。 BASIC の 命令 は英 
おに jffi く、 比蛟的 党え やすいので、 バソコ 
ン の 初心者 (beginner) にもよ く 使われて い 

この BASIC 言語に、 ディ スクに データ をせ 
いたり ディ スク から データ を あ t む 機能 を 付 
け 加えた もの を 〖）isk BASIC といい ます。 
この ハンドブックの 中 で 使 Ifl している 
BASIC の 主な コマ ン ドは 次の 通 り です。 



コマンド 


主な 使い方 


FILES 
P44 


フ ―, ィ ル ^ を ^ボす る 


PRINT 
P43 


關面に 文字 や 数字 を表ポ する 


LIST 
P47 


メモリ 上の プ n グラム を^ 示す る 


ト ！ 
サ ； 

み 


メ モ リ ヒの プロ グラム を m 去す る 


CLS 3 


m 而に 表示して いる 文' r- や 図形 を 


P52 


すべて 消- £ する 


SAVE 


メ モ リ上 にある プロ ダラム を 保存 


P55 


する 


LOAD 


ディスクに 保存され ている プロ ダ 


P55 


ラム を メモリに 読み込む 


RUN 

P53 


プロ ダラム を^^す る 



P は その コマ ン ドを侦 川して いる ページ 



5 CPU 



Central Processing Unit の 略で、 「屮！ 
现装 g」 と 訳します。 パソコンの ^现 の屮 
IK として 柳き、 パソコン を 構成す るいろ い 
ろな 装 g に 指示 を 出して います。 
PC-286VF では i80286 に 相当す る CPU を 使 
川して います。 



Cathode Ray ^>be の 略で、 お； ii は ブラウ 
ンぉ のこと をい います。 
テ レ ビの ブラ ゥ ン と 同じような も ので、 
パソコン の デ ィ ス ブ レイと して 使われて レ 、 

よ 7 O 




7 ESC/P (ィ 一エス シー ピー） 



Epson Standard Code for Prmter の wff で、 

X "7 ゾ ン が， にす る プリ ン 夕の コン トロー 
ルコー ド体 系です。 



8 ESC/P スーパー 機能 



ESC/P に 衬お した ァ プ リ ケ ーショ ン ソ フ 
ト はもと より、 日本 電気 8® 製の PC- PR 茶プ 
リ ンタ に； した ソフ ト も 使用可能に する 

機能です。 



9 丄 ESC/Page (ィー エス シ一 ページ) 



tpson Standard Code for Page Printer の 
略 で、 エプソン が提 liR す るべ ージ プ " ン タ 
の コント 口 ール コ 一 ド体 系です。 



JIS コ一 ド 〖ジス コー ド） 



JIS は Japanese Industrial Standards ( I ] 4c 
工業規格） の 《ft です。 J1S コードで は、 漢字 
やひ らが な、 カタ カナ、 アル フ ァ ベ ッ ト や 
各種の 記号の コ一 ドを决 めて います。 澳字 
など は 数が 多い ので， 2 バイト を 使って 1 
つの 文字 を衷 しています。 



72 mmm 



KB (キロ パイ 



[TsTos (才ー エス y 



十 I'f 報の を ぶ す ザ 位 の ひとつです。 

1 1 000 ノ < ィ ト が 1KB に 当 た り ます。 フロ ッ 
ピー ディスクの ^憶^^な ど をます 舉位と 
して 使います。 ひらがな や ffi 字 は 2 バイト 
で 1 文字 を^して いますので、 1KB は 約 
500 文字 分に 当 たります。 
メモリの 大きさな ど を もす^^な ど， 
的に 2" 二 1024 バイ トを 1KB と 表示す る こ 
とも あり ます。 



12 LCD 



Liquid Crystal Displays «^T\ i 後 ■'，;! ディ ス 
プレイの こと をい います。 1： 気の 信号に よ 
つ て 、 液晶 の 中に 光 を 通す 部分 と 通さない 
部分 を 作つ て 文字 や 図形 を 表示 します。 



13 MB 〈メガ バイ 



情報の M を 表す 単位の ひとつです。 
10 6 = 1 , 000 , 000 パイ ト が 1MB に 当た り ま 
す。 メモリの MiS^V: など を 表す 単位と し 
て 使います。 

ま た 、 便宜 的 に 1024 X 1024 - 1 , 048 画 576 バイ 
ト を 1MB と 表示す る こと も あり ます。 



14 MS-DOS (ェム エス ドス） 



Microsoft Disk Operating System の 略で 
米国 マイ クロ ソフト 社が t#J% し 、 難 蛭 も 
き し て レ 、 る OS の ひ と つ で す。 MS-DOS 
は， フロッピーディスク や ハード デ 仁スク 
といった デ イス ク 装 ft を 接 弒 した システム 
向けに 作られて います。 蹄 単な 命令 (コマ 
ンド） を 使って、 ディスクに 肺 されて い 
る デー タ を 別の 場所に コ ピ一 したり、 デ一 
タの 内容 を 表示す る ことができます。 
数多くの アプリケーション ソフト 力 人 MS- 
DOS h で 作られて います。 



Operating System の 略で、 パソコンの いろ 
いろな 装 K を 管理 し た リ 制御す るた めの プ 
口 ダラムです。 OS は、 パソコン 本体と 宾行 
する アプリ ケ ーショ ンソフ 卜の 問に 立って， 
ぉ互レ 、 の 情報の 行 き 来 を 隱 にす る 動 き を 
しています。 

アプリケーション ソフト を OS 上で 動かせ 

ば、 パソコン 本体 や 周辺 装 p 健 OS が 管理 し 

て くれます。 ま た、 同 じ OS 上で 作った ほか 

の アプリ ケ一シ ヨン ソフ 卜の データ を比敉 

的 簡単に 利用す る こと もで きます。 



1G OS/2 (ォー エス ツー） 



米 マイクロ ソフト： ft と 米 felIMB 社が 共 

化し、 マルチ タスクお お? (ぉ& のァフ 
り ケ一シ ヨン ソフト を 並行 し て 実行で き 

る） をお 現した OS です。 MS-DOS が 

に ffl 56 された OS であるのに 対し、 OS/2 は 

80286 響 80386 用に 開発され た OS です。 



17 RAM 



Random Access JVIemory の sff で、 テ' ータ 
の 読み, やき を 自由に 行える メモリの ことで 
す。 



、リ, きもん！ 




9 RAM ディスク 



RAM を 7 ロッ ピ一 ディ スク などと |刪 じょ 
う な 操作で 使え るよう にした もの を RAM 
ディスク と p、F びます。 



13 
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23 力一 ソル 

I 〖き i ヒで 文字な ど を 入 翁る 場所 や 処理の 

対象 を 示す 記号です。 例えば 次の よ う な も 
の を 力 一ソルと いいます。 

a> ■ …… 文 字 入 力 時の 白 t 、 n 角 
1, ディスク バックアップ 



2, フォー マツ ト 



メニューからの^ 现選択 
時の 反 fe^ 示の 部分 



24 拡張 ボ一 ド 



バソコ ンの 本体に は M 低 限 必要な 装 お だけ 
が ffl 意 されて います。 EPSON PC シ り ― X 
では、 これ 以外の 装 K を捣統 して 使 うため 
に 拡 ^スロット を） tfJE しています。 この ス 
ロットに お^する お i/ (を、 その 形から 拡張 
ボー ドと" f んで います。 



25 キー ボー ド 



自 分の 考 えた こと を パソコン に fti える ため 
の 装お です 。 パソコン に 命令 を リ， えたり、 

して 欲し し 吋な報 を 人力す る ために 使 t 、 
ます。 



26 機械語 



パソ コ ン がその まま 现解 できる 彩の 命令 
(さ 語） です。 BASIC などの 言お の プロ ダ 
ラム は、 その r^S によって 機械お に 翻訳 さ 
れ、 それ を パソコンが 読み取って^ 现を行 
います。 

おじ 意味で' 「マシンお j という 言葉 を 便う 
こと b めり ます。 



19| ROM 

Read Onlv Memory の 略で、 あら かじ め K 
録 されて いる データ ゃブ 口 ダラム を 読み出 
すだけ の メモリの ことです。 禅き 込み をす 
る こと はでき ません A 




20] RS-232C (アール エス 二 サン 二 シー〉 



EIA (米 m の^子 工業 会） が 定めた、 バソコ 
ンとモ デムの IHj で^ 報 を や り 取 リ する ため 
の 说格 です。 RS-232C の 规 格 に^ 拠 し た ザ, や 
リ跺 を侦 つて、 モデム を 介して、 あるいは 
直接 パソ コ ン同 I： で if 報 を 交換す る こと 力 ^ 
できます。 



21 VRAM 



Video RAM の 略で、 CRT デイ ス プレイ な 
どに 丧示 する 文字 や グラフ i ッ クを データ 
と してお ifi する ための RAM のこ と をい い 

ます。 

EPSON PC シ リ 一 ズで は、 テキスト 用 
VRAM か 12KB、 グラフ ィ ック HJVRAM 力 f 
お 川な されて います.， 



22 アプリケーション ソフト 



文章 を 作成す る ワードプロセッサ、 データ 
を ©録 し管现 する デ一タ ベ一 ス など、 ある 
1 1 的 を '太: 行す るた めに 作られた プロ ダラム 
です。 



つ 

や 

し 

tv 

X _ 



^お- 



27 キャッシュ ディスク 



ディスク か ら^み 込んだ デ一 クを メモりに 

してお き、 次から は ディスク h のデ一 
タを 読む 代わり に メモリ 上の デ一タ を 読む 
こ と で 読み 込み の 高速 化 を する もの をい い 
ます。 




/モ 4上 の 

-425^ おお ' 



28 クラスタ 



os が ディスク ヒの デ一 タ を^ 现す る i 位 
てす。 



29 コマンド 



バソコ ンが行 う 仕事 を 措 示す るた ぁ錄 命令 

です。 侦川 する os によって a つた コマ ン ド 
が 使われます。 



CQPY 隱 k*HrM 一 tu 
(MS-DOS) 




30 数値 演算 プ CI セッサ 



CPU の 補助 的な 装 S として、 各種の^ 算 を 

ハー ト' 的に 高速に 行う ものです。 数値 演算 

プロセッサに は、 8087、 80287、 80387 など 
が あ ります。 



31| セクタ 



ディ スク の惰報 を^み^ きする^ 位です。 
ディ スクの 桢頌ゃ 使う プログラム によって 
1 セクタに ど れ く ら いの t/f 報が どのような 
形で, 汇録 される かが 決ま ります。 
トラック を 敉射 状に M 切 つた ひと つ ひ と つ 
の 領城が セクタです。 




レで ウタ 午 



321 ソフ トウ エア 



パソコン を 使うた め 力 Mfli やお 料な どです 、 
h う 少し 狭い^ 睞で は、 パソ コ ンで何 か 
现を する ための プロ ダラム を f 旨し ます。 ハ 
一 ドウ エアに 対応す る ^ 葉と して 使います < 



33 ディスク 



データ を 保^して おく^ 傥^ 体の ひとつで 
す。 ディスクと は、 コン ノ、。 クト ディスクな 

どで いう r ディスク」 と M じで、 f リ盤 を^ 
味し ます。 バソコ ンで 使う ディスク は、 "1 

盤の 表 m に^ら れた 磁性体に データ を 保 ^ 
し ます。 ディスク に 保存 し たデ一 タ は、 ノ ぐ 
ソコン のボ源 を 切っても 消えません。 
パソコンで 使う ディスクに は、 フロッピー 
ディ スクゃ ハー ド ディ スク などが あり ます。 



PC-286 VF 



用 nn 集 



34 ディ レクト リ 



り、 憶」 「屯 ^帳 J などの S 味 を 待っ^^ 
です。 ここから、 ファイルのお |も や デ一タ 
が 保存 されて いる 場所の K 玆 を 指します。 

ディレクトリに^ 録 された W 報から、 目的 

の ファイル を 探したり、 ファイルの 大きさ 
など を^る ことができ ます。 



35 デバイス 



装置 (device) のこと をい い、 特に コンビ ュ 
ータの 処理の 中心と もい え る CPU に 情報 
を 送ったり、 CPU か ら 情報 を 受け取って 
观を す る お； なを m し ま す。 CPU に Iff 報 を 
る装遄 を 「入力 デバイス」、 CPU から 情 裉 を 
受け取る 装 ffi を 「出力 デバイス j と 呼び ま 
す。 



36 デバイス ドライバ 



MS-DOS に で、 そのまま では 使えない 装お 
や 機能 を 使える よう にす る プロ ダラムの こ 
と をい います。 マウスの if 力き を アプリ ケー 
ジョン ソフトに 知らせる プロ ダラム （マウ 

ス ド ラ ィ ' <) 、 プ リン タ を 使える ようにす る 
プ 口 ダラム （ブ り ンタ ドラ イノ <) 、 効ギ 的に 

日本語 入力 を 行う プログラム （n 本^ フロ 
ント エンド ， プロ セ ッ サ) な どが あ リ ま す 



37 デバッグ 



プログラム 中の エラー (バグ) を 見つけて 
訂 正 する こと をい います。 



5o c 










^ ) 


へ 


\ 






+ >; ： 



38| ドッ ト 

「点 j という 意味の 英 ffi です。 ディスプレイ 
に 表示す る 文卞ゃ プリ ンタに 打ち出す 文字 
など は、 いくつもの 点が 集まって 構成され 
ています。 この ひとつひとつの 点 を ドット 
と哼 -びます。 



パソコン ホ fK キー ポーに ディ スフ， レイ 
な ど の 機械 を 総称 して ハー ドウ ユアと いい 
ます。 ソフト ゥ ユアに 対応す る 言葉と して 
使います。 




0 



39 トラック 



S 上 競技で 使う トラックと 同じ S 味で 「轨 
jfi」 を^し ます。 ディスク I， で ti'f 報 を 楚^ 
する 場所 は 下の 図の よ う に ぽ 切られて いて、 
ドーナツ 状の 部分 を ト ラ ，/ ク と 呼びます。 





76 闲戯 



41 ハードディスク 



46 フロ" チャート 



データ を 記 綠 して 保存す る ディ スクの ひと 
つです。 ハ一ド ディスクで データ を 記錄す 
る ディスク は， 磁性体 を 塗った #K 製の W 
盤で できて いて、 データ を K み^きす るお 
置と一 体に なって います。 このため、 デ一 
タ を お錄す る ディスク は 交換で き ま せん。 
固定 ディ スクと 呼ばれる こと も あり ます。 



42 



43 



《ィ ト (byte) 



ビッ ト （bit) 



ビッ トは乜 inary digit (2 進数) の 略で、 

バソコ ン で 扱 う ff; 報の «H 、単位です。 ビ ッ 

トを 物資 を 構成す る 原子と すれば、 バイ ト 
は 分 了の ような も のです。 バイ ト という 分 
ィ は 必ず 8 個の 原子 （ビット） で 構成され 
ています。 

I パイ ト （8 ビッ ト） で 2 s = 256 種類の 愤報 
が 表せます。 キーボードに 印刷され ている 
アルファベット、 カタ々 ナゃ敉 ^など は、 
1 バイトの 情報で 表す ことができ、 これら 
は 「1 バイ ト 文字」 と 呼ばれて います。 



44 



アンク ショ ン キー 



キーボードの に 部に ある し， | 〜ヒ 101 の 
キーの ことです。 プログラム を キーボード 
によって 入力す る 場合、 文字 や 数字の キー 
と は 別に 特定の 命令 を Ot 接 入力で き るよう 
に 用意され た 機能キー のこと をい いま 1% 



4 



《t 事の 手順 を 図で 表した もの をい います < 
フローチャート （流れ図） の 0 的 は、 プロ 

グラム ji ； hi 時に 考えて いる こと を 具体的 に 
表現したり、 後から プログラムの 愛! ii を 行 
うとき などの 参考に する ことです。 つまり, 
フロー チヤ— トを 兄れ ば 誰でも プロ ダラム 

の 流れが わ か るよう になって いなくて はな 
りません。 フローチャートに 使われる 記号 
は、 JIS (H 本 工業規格） で 決められて いま 
す。 




47 プログラム 



パソコ ンで 行う 処理の- Tiilfi や' 夫: 行方 法 を 示 
す 命令の ffi まりです。 パソコン は、 プロ ダ 
ラ ム で 決め ら れ た 手順 に fi£ つ て 処现 を 行 i 、 
ます。 



45 



リン タ 



パソコンで 処现 した^ 報 を、 紙に 打ち出し 

て ffi 録する 装置です。 言い換えれば、 パソ 
コ ン) 1! の 印刷機です。 文字 を 構成す る ド 7 

卜の 数 や、 文字 を 打ち出す 方式な どに よつ 
て さまざまな 種類の フヽ ンタが あり ます。 



48 プログラム 言 B 



プログラム を 作成す る ための 言語の こ と で 

プロ ダラム i に は、 BASIC を 始め、 C、 
Pascak Mind, FORTRAN, COBOL など 
たく さんの 秘類 があります。 
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口 ッ ピー ディ スク 



52 メ モ リ 



デ一タ を お 録 して 保が する ディ スクの ひと 
つです。 フ ロマ ピー ディ ス ク は 磁性体 を m 
つた プラス チ，/ ク 製の 田 盤で できて います < 
フロッピ一 ディスク 上の デ一タ は、 フロッ 

ピー ディ スク ドライブ を 使って 説み^ き し 
ます。 



50] フ □ ント エンド • プロセッサ 



MS-DOS 上で 特定の 機能 を 実 す るた め 
の テノ < イス ドラ イノ 、の ひ と つ です。 「 1 1 本よ 
フロントエンド' プロセッサ」 は、 かな 淡 

"fU じ リ文を 人 力 する ため の プロ グラム を 
指します。 

セイコー エプソン㈱ 製のに 本お MS-DOS 
に は フロン トェン ド • フ 。口 セッサ として 
「E(;Bi'klge」 が 組み込 まれて います：。 その 
ほかに も 入力 方法 や 変換 方式の 興なる もの 
が 84t か ら販壳 されて います。 



51 マウス 



パソコンに 桁 示 を 年え るた めの 入力装置 
ひ と つ です。 ネ 7: ミ （mouse) のよう な 形 を 
している と ころから このお 前が ついてい 
す。 マウスで は f め 後 左お への I お きと、 2 
ある ボタン によって バソ コ ンに 指示 を リ 
ます。 マウス は、 絵 を 描く グラフィック 
フ ト で ffi つ た リ 、 l^itfij に 表示す る メニュ 
の 中から 処塊 を 逸ぶ ときな どに 使います 



の 



ま 

つ 

え 
ソ 



( 




データ を ik! 惊 する おお です。 メモリ Gd£ 
装 S) に は、 主 記 愫 装 it (メインメモリ） 
と 補助 記 愤装遄 が あ り ます。 
バソ コ ン の CPU が 直接 扱 える の は 主記慷 
乂 しに ある データ だけです。 フロ ッ ピ一 
ディスク など の 補助 記愤装 iS.h のデ一 タ は， 
いったん 主 ；ヒ tfi 装 i n に 転^してから 処理 さ 

れ ます。 補助 装 it は デ一タ を 保存す る 

ために 使います。 

主記惊 装 {S のこと をリ U こ 「メモリ j と 呼ぶ 

こと も あり ます。 



S3 モデム 



« 話 HI 線 を 使って データ通信 を 行う ときに 

使います。 バソコ ンで 扱う データ （0 と 1 

の 集リ) と、 :iysi"f 線で 伎 えられる 音め 情 
やに を 変換す る 装 K です。 



54 リセット 



^源 を オフに した リオンに したり しないで， 

バゾ コ ンの 状態 を； (2 源 を オンに した fA: 後と 
I"! じに する 操作です。 PC-286VF では、 寅 色 

の リ セ y ト ボタ ンを 押す と リセットされ ま 

す。 

リセット は、 4 源 を オフに しないで 別の プ 
口 グラム を^ 行 するとき などに 使います。 



55 リ トラ クト 



リ卜 ラクト は シップ ディ スクと もい います ( 
ハード ディ スクで デ一タ を 説み, やきす る磁 
気へ ッ ト' を 安全な 場所 ( シ ッ ビング ゾー ン ） 
お 移動 させて 固定す る 作業 をい いま t| 

り トラ クト をす る こと で 多少の^!^ な ど が 

加わ つても、 磁気へ ッ ド が 磁気 デ イス クを 

^つける こと を 防ぎます。 



7s mm 



[A] 

ASCII …… 

AUTOEXEC. BAT 
AS ' …- 



BASIC 

BASICS * - 

BAT 

bit ― 

BMENU -… 

BSAVE - …-. ， 

byte ■■ …' 

【C】 

CHR$ ■' * ' ■■ 

CLS ：] -' -… …… -… 

COM … ' 

COMMAND, COM - 

CONFIG. SYS …… … 

a) ぼ …一 … 

CPU ' - 

CPU スピ一 ドス イッチ 
CRT ， 

【D】 

DIR ' 

DIR/W 

Disk BASIC * …- -.… 

DISKCOPY '' 

DISKCOPY. COM -… 

【E】 

ESC/P ■■ 

ESC/P スーパ— 機能 ■ 

ESC/ Page * ■■ 

EXE …… - 



72 

-' -'' +61 
18.36,38 
…- …'- (：5 

■■■■■-■6b 

72 

…-' —72 

72 

61 



[FI 

FILES "…一 …'- ， 〜44,72 

FORMAT- - …-… "… * '…- 64 

FORMAT. COM … …- 64 

FORMAT. EXE ' …-… 64 

FORMAT/H 一 69 

ド OR〜TO〜NEXT --48.51,54 



GOSUB - ■'++' … 48 

GOTO …- -… * + …… 48,51 

【H】 

How manv files ？ (0-15) " … - 38 



[ I 1 

IF—THEN 

I ド〜 THEN - ELSE 

IN KEYS 

INT ■ …… 



リ…' - …- 51 

栽 51 

--50 

' -… -.49 



[J] 

JIS コ— ド - —72 



【し】 

LINE ■- …… —— ' '…- - 52,54 

UST ■■ … 一… ' 47,54,72 

LOAD "… -… …… 55 5 72 

LOCATE ……一 +'■■■ ' …う 0 

【M】 

MB - …" +'* 73 

MS-DOS ' …… - -18,35,56,58,73 

【N】 

NEW …… "47,72 



59， 61 



36,72 
り… 36 
61,62 
— ■77 
40^2 
-■-44 
77 



■-■50 

■52,72 
- -61 
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「.「 



K , 

[ く. 




o 2 6 つ 

6 6 ca 【/- ： 

： 4, 
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OPEN 
OS …-' 

OS/2 



―'. 38,44.72 
18 ,22, 56， 73 
' '73 



[P] 

PRINT 

PRINT USINC; 



43,50,72 
-52 



【R】 

RAM +' -… 

RAM ディ スク 

README. DOC … 

RND(l) …-' * …… -… - 

ROM ■■'++ … 

RS-232C- -… 

RS-232C インター フユ イス 脱 格 
RS-232C コネクタ …' +' 



f3 
73 
62 
49 
74 
'？ 4 
-8 
'■8 



ァ一 ス端イ … - 8J7 

ァ一ル エス 二 サン ニシ一 （RS.232C) — 74 

アスキー （ASCII) ■■■■■ … * 71 

アスキー 7 アイ ル ' 44 

アスタリスク （*) ' - 44,67 

アナ 口 ダ RGB ディスプレイ …一 "… 1 … 一4 
アナログ RGB ディ ス プレイ コネクタ ''〜'"'9 
アプリ ケ一シ ヨン ソフト …'， ■■18,56,58,74 
アブリ ケ一シ ョ ン ' ュ一テ イリ ティ …" '"57 

英数 卞 人力 モ一 ド ' …… 28,30 

エディ タ… …… - * …… 62 

ェム エス ドス （MS-DOS) —18 + 35,56,58,73 

エンベロープ - 20,24,34 

ォー エス （OS) '― ' 18,22,37,5673 



ォ一 エス ッ 



RUN 



■40,53,72 



才一 トリ トラ ク ト機能 

オーブン'… ' 

ォ リ ジナ ル…" 



73 
33 
38 
19 



【S】 

SAVE--- 
o ■w I^i 1 ^ i ±\ 



44,55,72 
52 



TYPE 



•62,63 



User identifier ？ 



'S9 



VRAM 



74 



【か】 

力— ソル…… ■• 

書き込み^ 止" …… 
拡張 スロッ ト ……- 
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キヤ ッ シュデ < スク ■■ ……，一 -'、 75 

\i" ' 'ト -， ， 46 

ffK(K"〜 …… - 5() 

fj JS'j - … ■' 46 

^筏 ゾフ ト…… - '……. …- -57 
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【ディ ッ プス ィ ッ チ 1 



OM OFF 











mmM^i スプレ S をお 川+る 








スーパ— ィ ン ポーズ 機能 を 使 in しない 


2 ： 






プラズマ ディ ス プレイ を 使用し ない 


3 






フロ ，/ピー ディ スク ドライブの デバ ィ ス ^ リを 内^ フ D '/ 匕一 デ f スク ドライブから 付ける 


4 






^ 同期通^ モー ド (調 歩 同期) 


5 
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に di^F)' 


1 




通 


40 ぉ& *^)16 おき Mil おこ 表示す る （拡張 グラフ ィ /ク モード） 
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、 













さ 



ON OFF 



(OFF) 

- …… " -… '-" ぐお に OFF) 

1 fflj&i に 25^在づ； する 

MpM に メモり スィッチ を シス テ S き涵 に する 
…―" 二-一 ド ディ ス クを侦 川す る 

—一 ' '… ' ぼに OFF) 
" GbC の 処现 速度 を 2 ■ 5MHk で 使 川す る 




ON OFF 



内^ フ 口 ツビ一 ディスク ドライブ を n mm^\ モ一ド で^ ガ！す _ る 

…" 闪— 鐽— 7 d ツビ一 ディスク ドライブ を 1 MB モード で 使! I！ す る 

(常に OFF) 



> に OFF) 



内^ KA\I への ァ クセス ス ピ一 



Mi 

-— """" (fi? に OFF) 

内蔵 RAM を 640KB で 使用 す る 
-ド もお 速 モー ド （ 0 ゥ ユイ ト) 

CPU を ノーマル モー ドで使 川する 
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